
(様式第 10) 

名 大 医 総 第１１７号  

平成２９年 １０月 ３日  

  厚生労働大臣        殿 

開設者名 国立大学法人名古屋大学         

総長 松尾 清一(印)      

 

名古屋大学医学部附属病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成 28 年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒464-8601 名古屋市千種区不老町 

 氏   名 国立大学法人 名古屋大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

名古屋大学医学部附属病院 

 

3 所在の場所 

〒466-8560 

名古屋市昭和区鶴舞町65番地              電話(052)741－2111 

 

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1呼吸器内科         2消化器内科           3循環器内科          4腎臓内科           

  5神経内科           6血液内科             7内分泌内科          8代謝内科           

  9感染症内科         10アレルギー疾患内科またはアレルギー科     11リウマチ科 

 診療実績 

 内分泌内科、代謝内科：糖尿病・内分泌内科にて医療を提供している。 

感染症内科：内科全般にて医療を提供している。 

 アレルギー疾患内科またはアレルギー科：内科全般と小児科にて医療を提供している。  

 リウマチ科：整形外科にて医療を提供している。 

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。 

 2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな



い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。 

 

(2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1呼吸器外科           2消化器外科          3乳腺外科           4心臓外科           

  5血管外科             6心臓血管外科        7内分泌外科         8小児外科 

 診療実績 

乳腺外科、内分泌外科：乳腺・内分泌外科にて医療を提供している。 

心臓血管外科：心臓外科、血管外科にて医療を提供している。 

 

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。 

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 

 8産科    9婦人科  10眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   

14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1小児歯科   2矯正歯科  3口腔外科 

 歯科の診療体制 

 

 

 

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。 

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1 児童精神科     2 病理診断科    3 リハビリテーション科     4 糖尿病・内分泌内科     

  5 老年内科       6 移植外科      7 形成外科                 8 乳腺・内分泌外科 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

50 床 0 床 0 床 0 床  985 床 1035 床 

 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 



 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師        367人   321人  621.5人  看 護 補 助 者           54人 診療エックス線

技師 

   0 人 

 歯 科 医 師         10人   25人   32.0人  理 学 療 法 士           29人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

   81人 

 薬 剤 師          82人   10人   91.4人  作 業 療 法 士             7人 衛生検査技

師 

   0 人 

 保 健 師           0人    0人      0人  視 能 訓 練 士            12人 そ の 他          0 人 

 助 産 師          34人    0人     34人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     3人 

 看 護 師        1072人   44人 1103.9人  臨 床 工 学 士    33人 医療社会事業従

事者 

   12人 

 准 看 護 師           1人    0人      1人  栄  養  士             0人 その他の技術員           91人 

 歯科衛生士      3人    0人      3人  歯 科 技 工 士            1人 事 務 職 員          292人 

 管理栄養士      8人    0人      8人  診療放射線技師     67人 その他の職員            7人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                        

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 39 人 眼 科 専 門 医 12 人  

外 科 専 門 医 98 人 耳鼻咽喉科専門医 11 人 

精 神 科 専 門 医 13 人 放射線科専門医 20 人 

小 児 科 専 門 医 39 人 脳神経外科専門医 22 人 

皮 膚 科 専 門 医 8 人 整形外科専門医 43 人 

泌尿器科専門医 13 人 麻 酔 科 専 門 医 18 人 

産婦人科専門医 26 人 救 急 科 専 門 医 5 人 

  合 計 367 人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 石黒 直樹 ） 任命年月日 平成２５年４月１日 

平成 21 年 4 月 1 日から平成 22 年 3 月 31 日まで、名古屋大学医学部附属病院材料部長事務取扱を務

め、医療機器安全管理責任者であった。 

平成 22 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日まで、名古屋大学医学部附属病院材料部長を務め、医療

機器安全管理責任者であった。 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数       796.2 人             8.9 人          805.2 人 

 １日当たり平均外来患者数           2,275.3 人             84.5 人        2,359.8 人 

 １日当たり平均調剤数                                                          683.7 剤 

必要医師数 214 人  

必要歯科医師数 7 人  

必要薬剤師数 27 人  

必要（准）看護師数 482 人  

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。 

  4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

1,529 m
 2 

 

 

鉄筋コン

クリート 

 

 

   病 床 数 44 床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積   291 m
 2

      病床数   27 床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積 54  m
 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 薬歴管理室、高度医療薬剤支援室 

化学検査室  559 m
 2 鉄筋コンクリート  （主な設備）生化学自動分析装置、免疫自動分析装置 

細菌検査室 128 m
 2 鉄筋コンクリート  （主な設備）バクテアラート３Ｄ、マイクロスキャン 

病理検査室  341 m
 2 鉄筋コンクリート  （主な設備）検体検査装置クリオスタット、自動脱水包埋装置 

病理解剖室   66 m
 2 鉄筋コンクリート  （主な設備）解剖台、クリーンベンチ、臓器撮影台 

研 究 室  142 m
 2 鉄筋コンクリート  （主な設備）次世代シーケンサー、質量分析装置 

講 義 室   55 m
 2 鉄筋コンクリート    室数     1 室  収容定員         35 人 

図 書 室   41 m
 2

 鉄筋コンクリート    室数     1 室  蔵 書 数 8，400 冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

紹 介 率 70.0 ％ 逆 紹 介 率 53.6 ％ 

算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                     18,056 人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                  14,709 人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                   1,146 人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                     27,433 人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

柵木 充明 愛知県医師会 

会長 

○ 愛知県医師会長

を務めており，医

療安全に精通し

ているため。 

有・無 1 

三島 信彦 名古屋逓信病

院 病院長 

 名古屋逓信病院

長を務めており，

医療安全に精通

しているため。 

有・無 1 

長谷川  ふ

き子 

成田・長谷川法

律事務所  弁

護士 

 医療安全管理を

得意とする弁護

士であり，法律に

関する高い識見

を有しているた

め。 

有・無 1 

広瀬 茂 全国健康保険

協会  愛知支

部 支部長 

 全国健康保険協

会愛知支部長を

務めており，医療

を受ける者とし

て，医療に係る高

い見識を有して

いるため。 

有・無 2 

市橋 克哉 名 古 屋 大 学 

理事 

 総長が指名する

理事 

有・無 3 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

本院ホームページ上に公表。 

 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

82人　

15人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

EBウイルス感染症迅速診断（リアルタイムＰＣＲ法）

抗悪性腫瘍剤治療における薬剤耐性遺伝子検査

（様式第2） 



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1人　

1人　

2人　

1人　

3人　

1人　

1人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

mFOLFOX6及びパクリタキセル腹腔内投与の併用療法

Ｓ－１内服投与、オキサリプラチン静脈内投与及びパクリタキセル腹腔内投与の併用療法　腹
膜播種を伴う初発の胃がん

S-1内服投与、シスプラチン静脈内投与及びパクリタキセル腹腔内投与の併用療法　腹膜播種
を伴う初発の胃がん

カペシタビン内服投与、シスプラチン静脈内投与及びドセタキセル腹腔内投与の併用療法

ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ腹腔内投与及び静脈内投与並びにS-1内服併用療法　腹膜播種又は進行性胃がん
（腹水細胞診又は腹腔洗浄細胞診により遊離がん細胞を認めるものに限る。）

ﾍﾟﾒﾄﾚｷｾﾄﾞ静脈内投与及びｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ静脈内投与の併用療法　肺がん（扁平上皮肺がん及び小
細胞肺がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

骨髄由来間葉系細胞による顎骨再生療法

（様式第2） 



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

特に無し

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2） 



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 96 56 ベーチェット病 74
2 筋萎縮性側索硬化症 77 57 特発性拡張型心筋症 72
3 脊髄性筋萎縮症 1 58 肥大型心筋症 9
4 原発性側索硬化症 1 59 拘束型心筋症 1
5 進行性核上性麻痺 9 60 再生不良性貧血 57
6 パーキンソン病 282 61 自己免疫性溶血性貧血 5
7 大脳皮質基底核変性症 7 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2
8 ハンチントン病 4 63 特発性血小板減少性紫斑病 84
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 1
10 シャルコー・マリー・トゥース病 2 65 原発性免疫不全症候群 12
11 重症筋無力症 113 66 IgＡ 腎症 32
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 12
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 95 68 黄色靱帯骨化症 11

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
71 69 後縦靱帯骨化症 81

15 封入体筋炎 2 70 広範脊柱管狭窄症 4
16 クロウ・深瀬症候群 1 71 特発性大腿骨頭壊死症 110
17 多系統萎縮症 33 72 下垂体性ADH分泌異常症 29
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 79 73 下垂体性TSH分泌亢進症 2
19 ライソゾーム病 6 74 下垂体性PRL分泌亢進症 11
20 副腎白質ジストロフィー 1 75 クッシング病 8
21 ミトコンドリア病 9 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 2
22 もやもや病 95 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 63
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 72
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 1 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 1
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 15 83 アジソン病 0
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 115
30 遠位型ミオパチー 2 85 特発性間質性肺炎 16
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 39
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 45
34 神経線維腫症 58 89 リンパ脈管筋腫症 9
35 天疱瘡 20 90 網膜色素変性症 56
36 表皮水疱症 5 91 バッド・キアリ症候群 7
37 膿疱性乾癬（汎発型） 1 92 特発性門脈圧亢進症 1
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 0 93 原発性胆汁性肝硬変 43
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 17
40 高安動脈炎 39 95 自己免疫性肝炎 14
41 巨細胞性動脈炎 0 96 クローン病 310
42 結節性多発動脈炎 7 97 潰瘍性大腸炎 437
43 顕微鏡的多発血管炎 19 98 好酸球性消化管疾患 1
44 多発血管炎性肉芽腫症 11 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 4 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 7 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 36 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 0 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 212 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 89 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 111 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0
52 混合性結合組織病 13 107 全身型若年性特発性関節炎 0
53 シェーグレン症候群 15 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 6 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 3 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2） 



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2） 

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 0 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 1
113 筋ジストロフィー 2 163 特発性後天性全身性無汗症 0
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 1
117 脊髄空洞症 0 167 マルファン症候群 2
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 1
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 4
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 2 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 1
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 0 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 2 208 修正大血管転位症 0
159 色素性乾皮症 0 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 1 210 単心室症 0



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2） 

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 0 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 1 263 脳腱黄色腫症 1
216 両大血管右室起始症 0 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 0 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 0 266 家族性地中海熱 2
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 3 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

222 一次性ネフローゼ症候群 15 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 0 271 強直性脊椎炎 7
224 紫斑病性腎炎 2 272 進行性骨化性線維異形成症 1
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3 274 骨形成不全症 0
227 オスラー病 1 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 2
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
230 肺胞低換気症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 1 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 0

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 0 283 後天性赤芽球癆 1
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 2 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 0 288 自己免疫性出血病XIII 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 1
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 1
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 5
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 1
251 尿素サイクル異常症 0 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 4
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 0
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 1
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 0 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 0



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2） 

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

308 進行性白質脳症 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

309 進行性ミオクローヌスてんかん 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
310 先天異常症候群 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
313 先天性肺静脈狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 326 大理石骨病 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0 327

特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

0

316 カルニチン回路異常症 0 328 前眼部形成異常 0
317 三頭酵素欠損症 0 329 無虹彩症 0
318 シトリン欠損症 0 330 先天性気管狭窄症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・

　・

　・

　・

　・　病棟薬剤業務実施加算２ 　・

　・　病棟薬剤業務実施加算１

　・　精神科救急搬送患者地域連携受入加算

　・　総合評価加算

　・　呼吸ケアチーム加算

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・　医療安全対策加算１

　・　感染防止対策加算１

　・　地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・　歯科外来診療環境体制加算

　・

　・

　・

　・

　・　データ提出加算

　・　退院支援加算

　・　精神疾患診療体制加算

　・　精神科急性期医師配置加算

　・　地域歯科診療支援病院入院加算

　・　特定集中治療室管理料１

　・　総合周産期特定集中治療室管理料

　・　小児入院医療管理料２

　・　小児入院医療管理料４

　・　患者サポート体制充実加算

　・　ハイリスク妊娠管理加算

　・　ハイリスク分娩管理加算

　・　緩和ケア診療加算

　・　精神科身体合併症管理加算

　・　精神科リエゾンチーム加算

　・　摂食障害入院医療管理加算

　・　急性期看護補助体制加算

　・　看護職員夜間配置加算

　・　療養環境加算

　・　重症者等療養環境特別加算

　・　無菌治療室管理加算１

　・　無菌治療室管理加算２

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・　特定機能病院入院基本料

　　　　一般病棟　７対１入院基本料

　　　　精神病棟１０対１入院基本料

　・　超急性期脳卒中加算

　・　診療録管理体制加算１

　・　医師事務作業補助体制加算１

（様式第2） 



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・　胎児心エコー法 　・　CAD／CAM冠

　・　遺伝カウンセリング加算 　・　精神作業療法

　・　心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
　・　抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・　時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・　医療保護入院管理等診療料

　・　検体検査管理加算（Ⅰ） 　・　がん患者リハビリテーション

　・　国際標準検査管理加算 　・　認知療法・認知行動療法

　・　検体検査管理加算（Ⅳ） 　・　児童思春期精神科専門管理加算

　・　持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定 　・　脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・　HPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 　・　呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・　遺伝学的検査 　・　運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・　医療機器安全管理料２ 　・　外来化学療法加算１

　・　在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料 　・　心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

　・　医療機器安全管理料（歯科） 　・　無菌製剤処理料

　・　肝炎インターフェロン治療計画料 　・　心臓MRI撮影加算

　・　医療機器安全管理料１ 　・　抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・　薬剤管理指導料 　・　乳房MRI撮影加算

　・　院内トリアージ実施料 　・　ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

　・　がん治療連携計画策定料 　・　冠動脈CT撮影加算

　・　ニコチン依存症指導管理料 　・　ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

　・　がん患者指導管理料 　・　内服・点滴誘発試験

　・　外来緩和ケア管理料 　・　センチネルリンパ節生検（片側）

　・　糖尿病透析予防指導管理料 　・　ポジトロン断層撮影

　・　移植後患者指導管理料 　・　画像診断管理加算２

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・　高度難聴指導管理料　（人工内耳埋込術の届出により
可）

　・　長期継続頭蓋内脳波検査

　・　糖尿病合併症管理料 　・　神経学的検査

　・　がん性疼痛緩和指導管理料 　・　補聴器適合検査

高度の医療の提供の実績

　・　ヘッドアップティルト試験 　・　同種死体肝移植術
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　・　歯科技工加算

　・　皮膚悪性腫瘍切除術（悪性黒色腫センチネルリンパ節加
算を算定する場合に限る。）

　・　組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手
術）の場合に限る。）

　・　骨移植術（軟骨移植術含む。）（同種骨移植（非生体）（同
種骨移植（特殊なものに限る。）））

　・　骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術
に限る。）

　・　腫瘍脊椎骨全摘術

　・　脳腫瘍覚醒下マッピング加算

　・　脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳
刺激装置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置
交換術

　・　緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレート
のあるもの））

　・　網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用い
るもの）

　・　網膜再建術

　・　人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

　・　上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に
係るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限
る。）（歯科診療に係るものに限る。）

　・　乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算１及
び又は乳がんセンチネルリンパ節加算２を算定する場合に限
る。）

　・　乳腺悪性腫瘍手術（乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭
清を伴わないもの）及び乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清
を伴うもの））

　・　ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・　肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜
合併切除を伴うもの）に限る。）

　・　経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの）

　・　経カテーテル大動脈弁置換術

　・　腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・　早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・　体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・　腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・　同種死体腎移植術

　・　生体腎移植術

　・　膀胱水圧拡張術

　・　腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・　人工尿道括約筋植込・置換術

　・　腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・　腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いるもの）

　・　腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・　胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・　輸血管理料Ⅰ

　・　貯血式自己血輸血管理体制加算

　・　自己生体組織接着剤作成術

　・　人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・　広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・　麻酔管理料(Ⅰ)

　・　ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及びﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

　・　両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

　・　植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経
静脈　　　電極抜去術

　・　両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び両室
ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

　・　大動脈ﾊﾞﾙｰﾝﾊﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ法（IABP法）

　・　補助人工心臓

　・　植込型補助人工心臓（非拍動流型）

　・　胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉
以上）を伴うものに限る。）

　・　体外衝撃波胆石破砕術

　・　腹腔鏡下肝切除術

　・　麻酔管理料（Ⅱ）

  ・  放射線治療専任加算

　・　外来放射線治療加算

　・　高ｴﾈﾙｷﾞｰ放射線治療

  ・  １回線量増加加算

　・　強度変調放射線治療（IMRT)

　・　画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ）

　・　定位放射線治療

　・　病理診断管理加算

　・　クラウン・ブリッジ維持管理料



　・　生体部分肝移植術

　・　同種心移植術

　・　腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術

　・　輸血適正使用加算



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

脳神経外科・小児科・神経内科：神経生理機能検査部門
月1回

血液内科：検体検査部門　月1回，　解剖・病理室　月1回

剖　検　の　状　況

　・

　・

剖検症例数　　　19　　例　　　／　　剖検率      4.5　　　%

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・　実物大臓器立体モデルによる手術計画（頭蓋顎顔
面領域
      の骨変形、欠損若しくは骨折又は骨盤、四肢骨若し
くは脊
      椎の骨格に変形を伴う疾患に係るものに限る。）

　・

　・　悪性黒色腫又は乳がんにおけるセンチネルリンパ節
の同
      定と転移の検索

　・　腹腔鏡下前立腺摘除術

　・　膀胱水圧拡張術（間質性膀胱炎に係るものに限る。）

　・

　・　インプラント義歯

　・　抗悪性腫瘍剤感受性検査（HDRA法又はCD－DST
法）

　・

　・

　・

　・　内視鏡的大腸粘膜下層剥離術

（様式第2） 



1  研究費補助等の実績

金   額
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委

補

委

補

委

補

委

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元

プラズマ医療科学の臨床応用論
的学術基盤の構築と体系化

吉川　史隆 産科婦人科 34,840,000
日本学術振興

会

白質・ミエリン障害を病因とする
統合失調症サブグループの同定

尾崎　紀夫 精神科 13,650,000
日本学術振興

会

脳タンパク質老化と認知症制御 祖父江　元 神経内科 32,760,000
日本学術振興

会

脳タンパク質老化と神経回路破
綻の可視化

祖父江　元 神経内科 56,620,000
日本学術振興

会

胸壁並行断面CT（オニオンスラ
イスCT）による間質性肺炎のコン

ピュータ支援診断
岩野　信吾 放射線科 2,340,000

日本学術振興
会

マイクロCT画像による組織学的
診断技術の確立

中村　彰太 呼吸器外科 590,000
日本学術振興

会

グリア細胞におけるMHCクラスⅠ
分子の過剰発現とマイクロエンド

フェノタイプ
山田　清文 薬剤部 3,510,000

日本学術振興
会

胎生期のサブプレートニューロン
障害が神経発達障害に及ぼす

効果の解析
城所　博之 小児科 2,730,000

日本学術振興
会

ベトナムにおける妊産婦管理お
よび婦人科rare tumorの学際的

研究
吉川　史隆 産科婦人科 11,180,000

日本学術振興
会

カテプシンK-Notch signal 経路
とサルコペニアに関する研究

葛谷　雅文 老年内科 5,200,000
日本学術振興

会

ストレス性血管病における
GLP1/DDP4の新しい作用メカニ

ズム解明と治療応用
成　憲武 老年内科 7,150,000

日本学術振興
会

表皮における脂質メディエーター
の役割の解明と角化異常症の新

規治療戦略への展開
秋山　真志 皮膚病態学 5,070,000

日本学術振興
会

幹細胞由来ペプチドを用いた革
新的大動脈瘤治療法の開発

碓氷　章彦 心臓外科 3,770,000
日本学術振興

会

時空的観察による卵胞発育制御
機構の解明と卵胞発育因子の同

定
岩瀬　明 産科婦人科 2,860,000

日本学術振興
会

剥離網膜の包括的病態解析と新
規細胞保護治療開発

寺崎　浩子 眼科 5,330,000
日本学術振興

会

腎領域の臨床研究を促進する新
規腎アウトカム指標を決定する国

際共同研究
安田　宜成 ＣＫＤ寄附講座 3,900,000

日本学術振興
会

体内で分解し残存異物とならな
い新規マグネシウムデバイス開発

と各種疾患治療への応用
内田　広夫 小児外科 7,150,000

日本学術振興
会

重症心不全における心筋配向変
化が心機能増悪をもたらす機序

の解明
秋田　利明 心臓外科 8,580,000

日本学術振興
会

スーパーエンハンサーによる脳
腫瘍の発生と悪性化のクロマチ

ンダイナミクスの解明
夏目　敦至 脳神経外科 6,240,000

日本学術振興
会

Drug repositioning 戦略による整
形外科領域の新規医療開発

石黒　直樹 整形外科 6,370,000
日本学術振興

会

婦人科がんの個別化腫瘍免疫
療法を目指した腫瘍浸潤リンパ

球の基礎的研究
吉川　史隆 産科婦人科 6,110,000

日本学術振興
会

過酷な培養環境に応答した細胞
由来因子群による骨再生法

日比　英晴 歯科口腔外科 12,480,000
日本学術振興

会

アジア太平洋地域における膜性
腎症の診断・治療・疫学に関する

調査研究
丸山　彰一 腎臓内科 7,930,000

日本学術振興
会

新たな血管障害バイオマーカー
の基礎的研究ならびに創薬を含

めた臨床応用に関して
葛谷　雅文 老年科学 500,000

日本学術振興
会

心腎連関の病態の解明―尿毒
素の新しいシグナル伝達機構の

探求

ＭＡＩＭＡＩＴＩ Ｙｉｓｉｒ
ｅｙｉｌｉ

循環器内科学 800,000
日本学術振興

会
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小児急性脳症の網羅的メタボ
ローム・マイクロＲＮＡ解析を用い

たバイオマーカー探索
鳥居　ゆか 小児科学 1,300,000

日本学術振興
会

先天性魚鱗癬の新規病因遺伝
子同定と抗サイトカイン製剤によ

る発症制御療法への挑戦
武市　拓也 皮膚科 1,430,000

日本学術振興
会

Margin imprint法による外科的切
除断端の分子生物学的解析

林　真路 消化器外科二 2,010,000
日本学術振興

会

早産における分子状水素の予防
効果と母獣長期投与の胎仔への

影響
中野　知子 産科婦人科 1,430,000

日本学術振興
会

免疫抑制受容体による抗原特異
的T細胞の免疫応答制御の解明

と細胞療法への応用
後藤　辰徳 血液内科 1,430,000

日本学術振興
会

胎児脳障害に対する分子状水素
の予防効果に関する研究

今井　健史 産科婦人科 1,430,000
日本学術振興

会

進行性腎細胞癌に対するアキシ
チニブの個別化治療を目指した

検討
加藤　博史 薬剤部 310,000

日本学術振興
会

新規間質性肺炎治療薬ニンテダ
ニブの血中濃度測定法の確立と

投薬支援
市川　和哉 薬剤部 570,000

日本学術振興
会

神経分化関連因子を誘導する神
経精神疾患治療薬物の選定及

び作用メカニズムの解明
北川　佳奈子 薬剤部 570,000

日本学術振興
会

体組成成分を考慮した抗がん剤
投与量補正式の確立に向けて

藤野　泰孝 薬剤部 300,000
日本学術振興

会

小児におけるテイコプラニン薬物
動態解析

宮川　泰宏 薬剤部 570,000
日本学術振興

会

寛解期検体を用いた、急性骨髄
性白血病前駆クローンの検出お

よびその臨床的意義の解析
服部　光 検査部 500,000

日本学術振興
会

電気刺激装置を用いた筋力強化
練習が寛骨臼回転骨切り術後筋

力に及ぼす効果の検証
林　和寛 リハビリテーション部 510,000

日本学術振興
会

新規セリンスレオニンキナーゼ阻
害剤による胆管癌・膵癌治療法

の開発
梛野　正人 腫瘍外科学 2,340,000

日本学術振興
会

意思決定の神経回路・分子機構
の解明と創薬研究への応用

山田　清文 薬剤部 5,200,000
日本学術振興

会

自己脂肪組織由来幹細胞を用い
た心血管系再生医療の総合的

開発研究
室原　豊明 循環器内科 4,810,000

日本学術振興
会

新たに同定したアディポサイトカ
インによる心血管制御機構の解

明
大内　乗有 分子循環（寄附講座） 4,420,000

日本学術振興
会

アノイキス抵抗性に基づいた網
羅的な肺癌ドライバー遺伝子特

定の研究
佐藤　光夫 呼吸器内科 4,030,000

日本学術振興
会

運動ニューロン疾患における神
経・筋システム変性の分子病態

解明と治療法開発
勝野　雅央 神経内科 5,330,000

日本学術振興
会

胎児発育不全児の中枢神経障
害に対する幹細胞治療の開発

早川　昌弘
総合周産期母子医療

センター
3,640,000

日本学術振興
会

次世代シーケンサーによる膵癌
早期診断マーカー同定と低侵襲

十二指腸液検査法への応用
小寺　泰弘 消化器外科二 4,160,000

日本学術振興
会

デスモイド腫瘍の変異解析と新
規治療アルゴリズムの確立にむ

けた研究
西田　佳弘 整形外科 3,510,000

日本学術振興
会

不治の病である運動ニューロン
疾患に対するiPS細胞による新規

治療法の開発
平田　仁 手の外科 3,640,000

日本学術振興
会

歯髄幹細胞由来の新規抗炎症
性マクロファージ誘導因子を用い

た末梢神経再生療法の開発
山本　朗仁 歯科口腔外科 3,900,000

日本学術振興
会

間葉系幹細胞による大動脈瘤治
療の臨床応用を目指した研究

緒方　藍歌 心臓外科 3,250,000
日本学術振興

会

糖尿病合併症の発症を予防する
食品因子の探索とその作用機序

解明
伊藤　友子 精神科 650,000

日本学術振興
会

口腔内灼熱症候群に対するヂュ
ロキセチンの疼痛緩和効果に関

する包括的研究
木村　宏之 精神科 1,300,000

日本学術振興
会

アルコール性肝不全に対する肝
移植治療における新しい心理社

会的適応評価法の開発
大西　康晴 移植外科 1,430,000

日本学術振興
会
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青年期うつ病に対する治療ガイド
ラインの確立に向けた研究

鈴木　太 精神科 546,000
日本学術振興

会

心臓微小低酸素領域における遺
伝子発現・血管新生の3次元解

析を応用した治療法の開発
小林　光一 循環器内科 1,300,000

日本学術振興
会

多元的薬剤相互作用特性の解
析による全身麻酔作用機序の解

明
足立　裕史 麻酔・蘇生医学 110,747

日本学術振興
会

ストレス感受性転写因子NPAS4
の機能破綻による精神疾患発症

機構の解析
日比　陽子 薬剤部 1,430,000

日本学術振興
会

内視鏡手術シミュレーション訓練
の新しい統合的基本タスク

田中　千恵 消化器外科二 1,950,000
日本学術振興

会

高齢者終末期ケアワークショッ
プ・ファシリテーター養成プログラ

ムの開発
植村　和正

総合医学教育セン
ター

1,300,000
日本学術振興

会

在宅ケアマネジャーのための終
末期ケアマネジメント支援システ

ムの開発と効果の検証
平川　仁尚

国際保健医療学・公
衆衛生学

1,430,000
日本学術振興

会

演劇ワークショップを用いた糖尿
病医療者教育プログラムの開発

普及と有効性の検証
岡崎　研太郎 総合診療科 1,950,000

日本学術振興
会

医薬看護学生に対する継続的多
職種連携教育ツール（iPED）の

開発と教育効果の検証
安井　浩樹

地域医療教育学寄附
講座

1,690,000
日本学術振興

会

SPパフォーマンス評価票の開発
とSPの質の実態調査

阿部　恵子 看護キャリア支援室 1,430,000
日本学術振興

会

がん薬物療法におけるサルコペ
ニアの臨床的意義

安藤　雄一 化学療法部 1,170,000
日本学術振興

会

介護支援専門員への医療系ケア
マネジメント教育は多職種連携

改善をもたらすか
広瀬　貴久

地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ学
寄附講座

1,690,000
日本学術振興

会

医療の質改善を目指した電子
データを利用した標準的プロセス

解析手法の開発
白鳥　義宗 メディカルITセンター 1,040,000

日本学術振興
会

消化器癌腹膜播種の遺伝子解
析研究

前田　修 化学療法部 1,300,000
日本学術振興

会

NASHにおけるアミノ酸代謝と肝
脂肪改善及び進展抑制のメカニ

ズム
本多　隆 消化器内科 780,000

日本学術振興
会

血中バイオマーカーによる肺高
血圧症肺血管床閉塞消失予測

方法の確立
近藤　隆久

肺高血圧先端医療学
寄附講座

130,000
日本学術振興

会

Rho関連キナーゼが心不全病態
を修飾する新規分子機構の解明

と治療薬開発
竹藤　幹人 循環器内科 1,560,000

日本学術振興
会

マウス単核心筋細胞に注目した
心筋再生メカニズム解明への試

み
海野　一雅 循環器内科 650,000

日本学術振興
会

新規アディポサイトカイン「オメン
チン」を標的とした血管病制御機

構の解明
柴田　玲 循環器内科 1,430,000

日本学術振興
会

CD147による腎エネルギー代謝
機構の解明と臓器相関に対する

治療法の探究
小杉　智規 腎臓内科 1,300,000

日本学術振興
会

慢性腎臓病における心腎連関を
早期診断・モニタリングする新規

バイオマーカーの確立
鈴木　康弘

腎不全治療学寄附講
座

650,000
日本学術振興

会

アンチセンス核酸を用いた運動
ニューロン疾患の病態、治療研

究
佐橋　健太郎 神経内科 1,040,000

日本学術振興
会

dynactin-1ノックアウトマウスを用
いた孤発性ALSの病態解明と治

療法開発
河合　香里 神経内科 1,560,000

日本学術振興
会

B7-2 KO NODマウスによる脱髄
に付随する軸索障害機序の解明

川頭　祐一 神経内科 1,430,000
日本学術振興

会

マウス疾患特異的iPS細胞を用い
た遺伝性中枢性尿崩症in vitro

実験系の確立
須賀　英隆 糖尿病・内分泌内科 1,040,000

日本学術振興
会

極低出生体重児に認める発達障
害に対する包括的脳画像解析

城所　博之 小児科 910,000
日本学術振興

会

若年性特発性関節炎における新
規バイオマーカーとしてのmiRNA

の同定
川田　潤一 小児科 1,430,000

日本学術振興
会

ダウン症関連急性巨核芽球性白
血病の発がんメカニズムの解明

濱　麻人 小児科 1,040,000
日本学術振興

会
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造血幹細胞移植後EBV関連リン
パ増殖症に対するEBV特異的

CTL療法の最適化
高橋　義行 小児科 1,430,000

日本学術振興
会

低分子代謝物質の網羅的解析を
応用した急性ウイルス性脳症の

新規バイオマーカーの探索
伊藤　嘉規 小児科 1,560,000

日本学術振興
会

周産期脳障害に対する脱分化脂
肪細胞を用いた新規治療開発

佐藤　義朗
総合周産期母子医療

センター
1,430,000

日本学術振興
会

皮膚筋炎におけるＤＮＡミスマッ
チ修復酵素に対する自己免疫応

答の解明
室　慶直 皮膚科 1,300,000

日本学術振興
会

炎症性皮膚疾患ケラチノサイトに
おけるエピゲノミクス異常の動的

変化の解析
小川　靖 皮膚科 1,040,000

日本学術振興
会

網羅的エピゲノム解析を用いた
産後うつ病の病態に関わる生物

学的因子の同定
中村　由嘉子 精神科 780,000

日本学術振興
会

遺伝情報を背景にした統合失調
症の脳組織病理学検討

入谷　修司 精神科 1,040,000
日本学術振興

会

発達障害における発語と身体運
動の関係

東島　恵美子 精神科 1,430,000
日本学術振興

会

てんかん発症部位および重傷度
判別に用いるグルタミン酸PETイ

メージング剤の開発
山口　博司 新学術領域 1,430,000

日本学術振興
会

非正規分布拡散画像（拡散尖度
画像）によるアルツハイマー病の

病期診断および予後予測
田岡　俊昭 放射線科 650,000

日本学術振興
会

加算心電図を用いた微細な放射
線心筋障害の探索研究

岡田　徹 放射線科 650,000
日本学術振興

会

がんの発症や進展へ影響を及ぼ
す炎症性分子インフラマソームの

検討
杉本　博行 消化器外科二 2,080,000

日本学術振興
会

大動脈弁置換術後のマイクロシ
ミュレーションモデルの構築と至

適な人工弁選択の研究
阿部　知伸 心臓外科 1,950,000

日本学術振興
会

心筋梗塞部に心筋再生を誘導し
心機能を改善させる新しい張力
反応性弾力生体材料の開発

藤本　和朗 心臓外科 1,170,000
日本学術振興

会

次世代の皮質下機能的脳外科
手術の確立を目指したコネクトー

ムマップの開発
前澤　聡 脳神経外科 1,040,000

日本学術振興
会

ケラタン硫酸分解による脊髄損
傷治療-臨床に直結した新規治

療法の開発-
今釜　史郎 整形外科 1,690,000

日本学術振興
会

ヒアルロン酸ネットワークと破骨細
胞制御による骨転移治療の確立

浦川　浩 整形外科 1,430,000
日本学術振興

会

肘関節鏡手術における
Augmented Realityシミュレーショ

ンの開発
山本　美知郎 手の外科 910,000

日本学術振興
会

関節リウマチに対する抗RANKL
抗体と炎症性サイトカイン阻害薬

併用療法の治療効果
小嶋　俊久 整形外科 1,950,000

日本学術振興
会

早産児の後遺症発症の減少を目
指して～分子状水素を用いた新

規治療法の開発～
小谷　友美 産科婦人科 1,430,000

日本学術振興
会

経時的連続観察を利用した卵巣
体外培養系の確立と応用

後藤　真紀 産科婦人科 1,040,000
日本学術振興

会

絨毛性腫瘍に特異的なhCG糖鎖
構造をベースにした新規腫瘍

マーカーの確立
山本　英子 産科婦人科 1,950,000

日本学術振興
会

320列面検出型CTによる咽頭癌
治療後の嚥下動態の解明

藤本　保志 耳鼻いんこう科 1,040,000
日本学術振興

会

網膜疾患では網脈絡膜循の変
化はいつ，どのようにして起こる

か？
岩瀬　剛 眼科 1,170,000

日本学術振興
会

新規機能性ペプチド含有担体と
臍帯由来幹細胞を用いた骨・軟

骨再生に関する基礎的研究
蛯沢　克己 形成外科 910,000

日本学術振興
会

オッセオインテグレーションを形
成するタンパク質の解析

土屋　周平 歯科口腔外科 910,000
日本学術振興

会

高齢者悪性胸膜中皮腫に対する
治療選択の最適化をめざした基

盤構築
森瀬　昌宏 呼吸器内科 1,690,000

日本学術振興
会

がん悪液質におけるサルコペニ
ア発症機序の解明

下方　智也 ガンプロ 1,300,000
日本学術振興

会
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インスリン抵抗性に着目したアル
ツハイマー病バイオマーカーの

縦断的研究
梅垣　宏行 老年内科 1,950,000

日本学術振興
会

運動による認知機能低下予防効
果の機序の解明

柳川　まどか 老年内科 2,340,000
日本学術振興

会

急性肝不全モデル動物における
歯髄由来幹細胞の効果-肝臓に

おける炎症と再生の相関
石上　雅敏 消化器内科 1,560,000

日本学術振興
会

心電図周波数解析と心内ロー
ターマッピングを用いた新しい心

房細動評価と治療法の開発
因田　恭也 循環器内科 1,040,000

日本学術振興
会

治療標的検索のための肺がん細
胞におけるメカニカルストレスの

解析
近藤　征史 呼吸器内科 1,560,000

日本学術振興
会

慢性腎臓病・高血圧におけるフ
ルクトース代謝の役割と分子機構

の解明
石本　卓嗣 腎臓内科 1,170,000

日本学術振興
会

卵膜由来間葉系幹細胞を用いた
腎疾患治療

勝野　敬之 腎臓内科 1,300,000
日本学術振興

会

日本における抗PLA2R抗体関連
膜性腎症の実態と病態機序の解

明
秋山　真一 腎臓内科 1,170,000

日本学術振興
会

腎疾患領域におけるリンパ管新
生の観点からの病態解明とその

治療戦略
伊藤　恭彦

腎不全治療学寄附講
座

（腎臓内科）
1,560,000

日本学術振興
会

腹膜透析関連腹膜炎、特に真菌
感染の腹膜に与える影響と、補

体活性制御系の関与
水野　正司

腎不全治療学寄附講
座

（腎臓内科）
1,560,000

日本学術振興
会

慢性腎不全患者の予後を規定す
る炎症をターゲットとする新しい

治療戦略の確立
坂田　史子 腎臓内科 1,690,000

日本学術振興
会

ALS/FTLDの高次機能障害にお
けるadult neurogenesisの役割

石垣　診祐 神経内科 1,690,000
日本学術振興

会

レジストリ構築による球脊髄性筋
萎縮症の早期バイオマーカー開

発
橋詰　淳 神経内科 1,430,000

日本学術振興
会

NIID(エオジン好性核内封入体
病)の病態の解明および原因遺

伝子探索
曽根　淳

難知性神経疾患寄附
講座(神経内科）

1,430,000
日本学術振興

会

高脂肪食誘発性の視床下部炎
症におけるプロテインフォスファ

ターゼ１Ｂの作用解析
坂野　僚一 糖尿病・内分泌内科 1,430,000

日本学術振興
会

エネルギーバランスにおける報酬
系GABABシステムの機能解析

有馬　寛 糖尿病・内分泌内科 1,430,000
日本学術振興

会

患者由来腫瘍細胞を用いたスク
リーニングによるPh陽性ALL治療

薬の探索
早川　文彦 血液内科 1,690,000

日本学術振興
会

免疫抑制的腫瘍微小環境を打
破する遺伝子導入Tリンパ球の開

発とその機能解析
寺倉　精太郎 血液内科 1,430,000

日本学術振興
会

組織浸潤アロT細胞の標的抗原
とクロノタイプに着目したGVHD

バイオマーカーの開発
村田　誠 血液内科 1,560,000

日本学術振興
会

炎症性樹状細胞と好塩基球を基
軸とした気管支喘息発症・増悪メ

カニズムの解析
若原　恵子 呼吸器内科 1,690,000

日本学術振興
会

小児再生不良性貧血の免疫抑
制療法反応性を予測するバイオ

マーカーの開発
村松　秀城 小児科 1,430,000

日本学術振興
会

骨肉腫に対するIGF受容体を標
的とした新規キメラ抗原受容体T

細胞療法の開発
西尾　信博

先端医療・臨床研究
支援センター

1,820,000
日本学術振興

会

慢性肺疾患合併肺高血圧症に
対する肺胞増殖を介した新規治

療法の開発
加藤　太一 小児科 1,300,000

日本学術振興
会

次世代シーケンサーを用いた統
合失調症多発家系の遺伝子解

析と病因・病態解明
Ａｌｅｋｓｉｃ　Ｂｒａｎｋｏ 国際教育（精神科） 520,000

日本学術振興
会

老年期精神障害における神経画
像の背景病理に関する臨床神経

病理学的検討
藤城　弘樹

睡眠医学寄附講座
（精神科）

910,000
日本学術振興

会

スペクトラルマンモグラフィとMRI
による乳癌の宿主・腫瘍側リスク

の定量化と層別化
佐竹　弘子 放射線科 1,300,000

日本学術振興
会

大規模3次元CT画像データベー
スを利用した胸部疾患コンピュー

タ支援診断の開発
岩野　信吾 放射線科 1,300,000

日本学術振興
会
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放射線抵抗性表在癌に対する半
導体レーザーによる温熱装置の

開発とその臨床応用
久保田　誠司 放射線科 1,170,000

日本学術振興
会

グルカゴン遺伝子ノックアウトマウ
スを用いた膵内分泌腫瘍に対す

る治療・予防法の開発
菊森　豊根 乳腺・内分泌外科 1,690,000

日本学術振興
会

術後感染性合併症に対する
RAGE活性化機序の解明と治療

法の開発
深谷　昌秀 消化器外科一 1,300,000

日本学術振興
会

クローン病術後抗TNFα抗体維
持療法の有効性と安全性に関す

る検討
中山　吾郎 消化器外科二 1,170,000

日本学術振興
会

EGFR阻害剤による肝障害進展
抑制の機序の解明とその臨床応

用
藤井　努 消化器外科二 1,560,000

日本学術振興
会

慢性大動脈解離entry閉鎖を目
的とした生体適合性形状記憶ポ

リマーの開発
六鹿　雅登 心臓外科 1,820,000

日本学術振興
会

ClopidogrelおよびPrasugrelの自
家静脈グラフト内膜肥厚抑制効

果
児玉　章朗 血管外科 1,690,000

日本学術振興
会

脊髄再生の足場となる新規自己
集合体ペプチドゲル有効性の検

証
安藤　圭 整形外科 1,430,000

日本学術振興
会

脳科学を応用した疼痛関連SNP
解析技術の確立

岩月　克之 手の外科 1,560,000
日本学術振興

会

神経筋接合部の変性制御により
神経損傷後の運動機能回復を促

進する薬理学的アプローチ
栗本　秀

ニプロ協同講座
（手の外科）

1,690,000
日本学術振興

会

がんの骨・肺転移における
Cathepsin Kの役割の解明

小澤　英史 整形外科 1,430,000
日本学術振興

会

メクロジンによるFGFR３シグナル
抑制効果の動物モデルにおける

検討
松下　雅樹 整形外科 1,820,000

日本学術振興
会

脳死関連肺障害の病態解明と予
防・治療法の開発－特にＮＰＹと

ＶＥＧＦと関連して
西脇　公俊 麻酔科 1,560,000

日本学術振興
会

卵巣癌局所免疫解析に基づく
テーラーメイド免疫療法の開発

柴田　清住 産科婦人科 1,690,000
日本学術振興

会

iPS細胞由来液性パラクライン因
子による骨再生医療の開発

片桐　渉 歯科口腔外科 1,430,000
日本学術振興

会

Instructional designに基づく新し
い内視鏡手術教育システム

藤原　道隆
クリニカルシュミレー

ションセンター
1,560,000

日本学術振興
会

診療の質評価と共感への認識探
索を通した医師の共感に関する

自己評価再検討
高橋　徳幸 総合診療科 1,950,000

日本学術振興
会

高齢者の運動器疾患と酸化スト
レス・栄養摂取に関する疫学的

研究
関　泰輔 整形外科 2,990,000

日本学術振興
会

高齢者総合評価（CGA）の地域
展開と地域在住高齢者の療養状

況に関する研究
大西　丈二 老年内科 1,300,000

日本学術振興
会

ヒト内視鏡生検検体を用いた腸
炎上皮傷害に関わるバイオマー

カーの探索的研究
中村　正直 消化器内科 1,950,000

日本学術振興
会

心筋疾患におけるKlotho-FGF
系の病態生理学的意義の解明

奥村　貴裕 循環器内科 2,080,000
日本学術振興

会

心臓線維化における老化制御因
子WRNタンパクの役割

坂東　泰子（暮石
泰子）

循環器内科 1,560,000
日本学術振興

会

基質硬度に起因する肺および気
道リモデリング制御機構と細胞基

質力学検知機構の解明
伊藤　理 呼吸器内科 2,210,000

日本学術振興
会

ExosomesとマイクロRNAを用い
た、安全性の高いオーダーメイド

治療の開発
加藤　規利 腎臓内科 2,210,000

日本学術振興
会

白血球接着因子とその調節分子
の糸球体腎炎における機能解析

と細胞移入治療への応用
坪井　直毅 腎臓内科 2,210,000

日本学術振興
会

唾液メラトニン測定によるパーキ
ンソン病における睡眠障害のバ

イオマーカー開発
中村　友彦 神経内科 1,690,000

日本学術振興
会

多系統萎縮症の正確な病期診
断法の開発

伊藤　瑞規 神経内科 1,690,000
日本学術振興

会

クラスリン依存性エンドサイトーシ
ス関連分子CALMを標的とした白

血病治療の可能性
石川　裕一 血液内科 1,690,000

日本学術振興
会
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社会的刺激への反射的応答に
着目した自閉スペクトラム症の生

物学的病態解明
岡田　俊 精神科 2,860,000

日本学術振興
会

頭頸部癌患者の社会適応状態
の調査及び健康関連QOLを障

害するメカニズムの解明
足立　康則 精神科 1,170,000

日本学術振興
会

Dual Source CTを用いた進行直
腸癌の術前マネージメントシステ

ムの確立
石垣　聡子 放射線科 2,860,000

日本学術振興
会

ヒト脳老廃物排泄機構の時空間
的低侵襲画像評価法の開発

川井　恒 放射線科 1,560,000
日本学術振興

会

小児から老人まで、機能的脳MRI
と生理学的指標とから見た発達・

加齢
中根　俊樹 放射線科 1,820,000

日本学術振興
会

癌幹細胞に対する新規治療戦略 角田　伸行 乳腺・内分泌外科 2,210,000
日本学術振興

会

TLR7を標的にした新規癌治療法
における作用機序の解明

上原　圭介 消化器外科一 1,820,000
日本学術振興

会

システインの肝障害抑制に関す
る作用機序の解明

横山　幸浩 消化器外科一 2,080,000
日本学術振興

会

Pre-metastatic nicheを制御する
新規転移抑制治療法の開発

水野　隆史 消化器外科一 2,470,000
日本学術振興

会

血中エクソソームを利用した膵癌
タイプ別分類に基づくテーラー

メード治療の確立
山田　豪 消化器外科二 2,080,000

日本学術振興
会

心筋梗塞に対するエクソソーム投
与による心筋再生誘導の検討

寺澤　幸枝 心臓外科 1,820,000
日本学術振興

会

大動脈形態の3D画像解析による
ステントグラフト長期予後規定因

子の分析
杉本　昌之 血管外科 2,340,000

日本学術振興
会

神経筋接合部保持が神経機能
再生にもたらす効果とその利用

法の確立
大西　哲朗 手の外科 1,560,000

日本学術振興
会

ヒアルロン酸レセプターCD44の
断片化阻害による、軟骨細胞の

脱分化抑制効果
高橋　伸典 整形外科 1,690,000

日本学術振興
会

敗血症関連脳症の病態機序の
解明および治療薬の検討

里元　麻衣子 麻酔科 604,008
日本学術振興

会

薬物生体相互作用の多次元行
列を用いた解析による、新薬力

学モデルの開発
足立　裕史 麻酔・蘇生医学 2,470,000

日本学術振興
会

網膜色素変性における網膜内層
の機能と形態

上野　真治 眼科 1,950,000
日本学術振興

会

２光子励起顕微鏡を用いたケロイ
ド内膠原線維のライブイメージン

グとその解析
高成　啓介 形成外科 1,820,000

日本学術振興
会

アカデミックナースによる病院と
大学のパートナーシップモデル

の構築
寺田　八重子 看護キャリア支援室 1,560,000

日本学術振興
会

医療現場の倫理問題への制度
的関与の検討

飯島　祥彦 生命倫理統括支援室 260,000
日本学術振興

会

がん薬物療法における血管新生
阻害作用に関連した臨床薬理研

究
満間　綾子 ガンプロ 780,000

日本学術振興
会

生薬成分・腸内細菌代謝産物に
よるサイトカイン・ケモカイン産生

制御と抗炎症療法
石黒　和博 消化器内科 1,820,000

日本学術振興
会

新規脂肪由来分泌因子による血
管リモデリング制御機構

大橋　浩二
分子心血管学寄附講

座（循環器内科）
1,560,000

日本学術振興
会

MKおよび血管拡張因子EETsを
介した腎・血圧調節機構の解明

と新規降圧療法の開発
加藤　佐和子 腎臓内科 2,340,000

日本学術振興
会

免疫介在性ニューロパチーにお
ける傍ランビエ絞輪部に着目した

軸索障害機序の解明
飯島　正博 神経内科 2,210,000

日本学術振興
会

カルバペネム耐性E. cloacaeの薬
剤耐性機序と分子疫学に関する

研究
八木　哲也 臨床感染統御学 1,690,000

日本学術振興
会

脳波－機能的MRI同時記録によ
るウエスト症候群のてんかん焦点

の解明と予後予測
夏目　淳

障害児医療寄附講座
（小児科）

2,340,000
日本学術振興

会

マルチパラメトリック画像による胆
管癌の時空間的予後決定因子

解析
鈴木　耕次郎 放射線科 2,340,000

日本学術振興
会
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Hybrid EMTの見地からみた胸管
内微小腫瘍細胞の同定による新

たな食道癌治療
小池　聖彦 消化器外科二 1,950,000

日本学術振興
会

ビサボロール誘導体の作用機序
の解明と臨床応用

國料　俊男 腫瘍外科学 2,080,000
日本学術振興

会

ドラッグリポジショニングによる骨
折・骨欠損新規治療法の開発

三島　健一 整形外科 1,300,000
日本学術振興

会

吸入麻酔薬は可逆的なヒストン脱
メチル化に関与しているか

小西　裕子 麻酔科 2,080,000
日本学術振興

会

脂肪由来再生細胞による尿失禁
再生治療の作用機序と前立腺癌

細胞に対する影響の検討
後藤　百万 泌尿器科 1,950,000

日本学術振興
会

先天性難聴を誘発する新規分子
の特定と予防・治療法の開発

曽根　三千彦 耳鼻いんこう科 1,560,000
日本学術振興

会

超高解像度眼底撮影装置・黄斑
部局所網膜電図を用いた網膜血

管と視機能の関係の検討
伊藤　逸毅 眼科 2,080,000

日本学術振興
会

活性化大網培養上清を用いた難
治性創傷治癒に与える影響に関

する基礎的研究
亀井　譲 形成外科 1,690,000

日本学術振興
会

熱による新規骨形成促進法の開
発：マグネタイト微粒子の応用

西田　佳弘 整形外科 780,000
日本学術振興

会

組織再生スケールアップを目指
した生体内血管網構築法の開発

日比　英晴 歯科口腔外科 780,000
日本学術振興

会

骨格筋再生と増殖因子GFXに関
する研究－サルコペニア治療を

目指して
葛谷　雅文 老年内科 1,300,000

日本学術振興
会

共感をキーワードにして臨床推
論と患者中心的医療を融合する

外来診療実習プログラム
伴　信太郎 総合診療医学 910,000

日本学術振興
会

電気電導体繊維の渦電流変化を
利用した閉創前遺残ガーゼ感知

システムの構築
檜　顕成

小児外科（小児がん
治療ｾﾝﾀｰ）

650,000
日本学術振興

会

骨格筋再生におけるカテプシンK
の役割とその機序について

小笠原　真雄 老年内科 1,560,000
日本学術振興

会

生体応答を模倣した細胞内導入
デリバリーシステムを用いた肺線

維症の新規治療法の開発
橋本　直純 呼吸器内科 1,430,000

日本学術振興
会

リアルタイム機能的MRI-脳波同
時測定装置を用いた時間的空間

的脳内神経回路解析
渡辺　宏久 神経内科 1,430,000

日本学術振興
会

ドラッグリポジショニング戦略によ
る進行性骨化性線維異形成症治

療薬の開発
鬼頭　浩史 整形外科 1,170,000

日本学術振興
会

吸入麻酔薬と抗癌剤の併用療法
の可能性を探る

平井　昂宏 麻酔科 1,040,000
日本学術振興

会

磁気インピーダンスセンサを応用
した高精度の生体振動評価装置

の構築
中村　のぞみ 麻酔科 1,820,000

日本学術振興
会

微小環境からみた婦人科腫瘍進
展機序の包括的研究

岩瀬　明 産科婦人科 1,690,000
日本学術振興

会

卵巣癌における細胞骨格制御シ
ステムが織りなす腹膜播種の新

規機序と包括的治療の構築
梶山　広明 産科婦人科 1,820,000

日本学術振興
会

iPS細胞由来エクソソームの皮膚
創傷治癒に与える影響に関する

基礎的研究
神戸　未来 形成外科 1,300,000

日本学術振興
会

敗血症性心筋の炎症制御と陽性
変力作用改善を目的とした創薬

基盤形成
松田　直之 救急・集中医学 1,430,000

日本学術振興
会

抗炎症性・組織再生型マクロ
ファージを誘導する新規タンパク

複合体による骨延長研究
山本　朗仁 歯科口腔外科 1,430,000

日本学術振興
会

イメージング創薬プラットホームと
して応用可能な新規トランスジェ

ニックマウスの創製
山田　清文 薬剤部 2,210,000

日本学術振興
会

筋肉障害発症・進展における
GFXの役割とその治療に向けた

基盤構築
五藤　大貴 老年内科 2,210,000

日本学術振興
会

慢性ストレス関連疾患の機序の
解明と治療標的の探索

竹下　享典 輸血部 1,950,000
日本学術振興

会

慢性肺疾患児の複数臓器障害
に対する包括的細胞療法の開発

早川　昌弘
綜合周産母子医療セ

ンター（小児科）
1,170,000

日本学術振興
会
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薬剤誘発リンパ管-静脈吻合によ
るリンパ浮腫に対する新しい治療

法の開発
中村　優 形成外科 1,170,000

日本学術振興
会

超高齢化社会の医療人材不足を
克服する次世代医療用ウエアラ

ブルセンサーの新規開発
内田　広夫 小児外科 910,000

日本学術振興
会

ゴルジ装置から細胞膜へGPIアン
カー型タンパク質の輸送に働く因

子の網羅的解析
田嶌　優子 機能分子制御学 2,990,000

日本学術振興
会

腎臓可視化透明モデル動物を用
いた先天性腎疾患に対するオー

ファンドラッグの創薬
丸山　彰一 腎臓内科 2,080,000

日本学術振興
会

孤発性ALSにおける小胞制御異
常の病態解明と治療法開発

勝野　雅央 神経内科 3,380,000
日本学術振興

会

遠隔エンハンサーとクロマチンド
メインTADsの異常による新規遺

伝病発症機序の解明
秋山　真志 皮膚科 3,380,000

日本学術振興
会

コモンマーモセットのゲノム解析
による精神疾患モデル霊長類の

同定
尾崎　紀夫 精神科 1,690,000

日本学術振興
会

開心術後癒着を防止するとともに
心膜再生を誘導する新たな手術

支援材料創出の試み
成田　裕司 心臓外科 1,430,000

日本学術振興
会

Dkk1分子発現亢進による新規変
形性関節症治療薬の開発

石黒　直樹 整形外科 1,690,000
日本学術振興

会

卵巣がん細胞由来エクソソーム
による新規腹膜播種メカニズム解

明と治療法の開発
吉川　史隆 産婦人科 1,820,000

日本学術振興
会

進行卵巣癌に対する新しい戦略
的腫瘍溶解性ウイルス療法の開

発
那波　明宏

ベルリサーチ産婦人
科産学協同研究講座

1,690,000
日本学術振興

会

DDS型超分子デバイスを用いた
光線力学療法による難治性小児

がん根治への試み
田井中　貴久 小児外科 1,690,000

日本学術振興
会

悪性リンパ腫の臓器指向性のメ
カニズム解明と節外臓器浸潤を

抑制する新規治療法の開発
島田　和之 高等研究院 1,300,000

日本学術振興
会

Muse細胞を用いた周産期脳障
害の新規治療開発

鈴木　俊彦 小児科 1,170,000
日本学術振興

会

口腔領域の疼痛性障害を対象と
した痛覚閾値の定量的評価およ

び精神医学的評価
徳倉　達也 精神科 780,000

日本学術振興
会

新規CTC採取マウスモデルの確
立と原発巣・転移巣・CTC遺伝子

発現の研究
岩田　直樹 消化器外科二 910,000

日本学術振興
会

ラット横隔膜ヘルニアモデルを用
いた胎仔肺低形成に対する治療

戦略
津田　弘之 産科婦人科 910,000

日本学術振興
会

糖転移酵素C2GnTによる絨毛細
胞の浸潤機序の解明と治療への

応用
新美　薫 産科婦人科 910,000

日本学術振興
会

網膜静脈閉塞に伴う黄斑浮腫の
機能・形態・分子生物学的解析

安田　俊介 眼科 1,170,000
日本学術振興

会

がん分子標的薬の特性を考慮し
たベイズ流用量探索法の研究開

発
平川　晃弘

先端医療・臨床研究
支援センター

1,170,000
日本学術振興

会

ALS治療を目的とした糖鎖による
ミクログリア形質転換機構の解明

小林　和克 整形外科 1,430,000
日本学術振興

会

成熟Ｔ／ＮＫ細胞リンパ腫におけ
る新規予後指標の開発を目的と

した多施設共同研究
加藤　省一 病態構造解析学 1,040,000

日本学術振興
会

「糖尿病」と「認知症」および「ソー
シャルキャピタル(SC)」との関連

性
末松　三奈

地域医療教育学寄附
講座

780,000
日本学術振興

会

発現ネットワーク解析とエピゲノム
情報に基づくアディポネクチン発

現パスウェイの解明
中杤　昌弘

先端医療・臨床研究
支援センター

2,210,000
日本学術振興

会

在宅医療の推進及び介護負担
感軽減のための方策の検討

伊奈　孝一郎 老年内科 1,560,000
日本学術振興

会

高齢者に対する個別化された鎮
静を用いた低侵襲な気管支鏡検

査の確立
岡地　祥太郎 呼吸器内科 650,000

日本学術振興
会

癌幹細胞性を有する循環腫瘍細
胞を標的とした個別化医療の開

発
長谷　哲成 呼吸器内科 1,950,000

日本学術振興
会

タクロリムス誘導体のドラッグリポ
ジショニングによる新規神経変性

治療法の開発
藤内　玄規 神経内科 1,820,000

日本学術振興
会
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前頭側頭葉変性症の患者死後
脳を用いた診断・病態マーカー

の探索・同定
陸　雄一 神経内科 1,820,000

日本学術振興
会

多系統萎縮症における早期診断
マーカーの開発：神経回路解析

を中心に
原　一洋 神経内科 1,950,000

日本学術振興
会

候補遺伝子の網羅的シーケンス
による孤発性ALS病態関連遺伝

子の同定
中村　亮一 神経内科 1,950,000

日本学術振興
会

異常タンパク封じ込め機構にお
ける小胞体シャペロンBiPの機能

解析
萩原　大輔 糖尿病・内分泌内科 2,210,000

日本学術振興
会

幹細胞を用いた周産期脳障害の
新規治療法開発

北瀬　悠磨
総合周産期母子医療

センター（小児）
910,000

日本学術振興
会

統合失調症のゲノムコピー数変
異解析とバイオインフォマティクス

を用いた分子病態研究
久島　周 精神科 1,560,000

日本学術振興
会

主観的認知障害のコネクティビ
ティ解析によるアルツハイマー病

超早期診断法の開発
牧野　多恵子 老年科 1,430,000

日本学術振興
会

Heavily T2強調3D-FLAIRによる
進行性核上性麻痺の新規診断

法開発
山崎　雅弘 放射線科 1,690,000

日本学術振興
会

乳がん術中照射用プレートの改
良：高いQOLを目指して

川村　麻里子 放射線科 780,000
日本学術振興

会

胃癌におけるMAGE-D2遺伝子
の包括的機能解析と、新規血清

マーカーへの応用
橋本　良二 消化器外科二 1,430,000

日本学術振興
会

HCC再発のリスク因子(腫瘍およ
び背景肝)となるlncRNAの同定と

その臨床応用
園原　史訓 消化器外科二 1,690,000

日本学術振興
会

プラズマ照射液腹腔内投与によ
る癌性腹膜炎制御への挑戦

服部　憲史 消化器外科二 2,080,000
日本学術振興

会

消化器外科手術切除断端への
Rapid QMSP法の応用

高野　奈緒 消化器外科二 1,950,000
日本学術振興

会

血清エクソソームmiRNAによる
テーラーメード食道癌術前化学

放射線療法への挑戦
丹羽　由紀子 消化器外科二 1,950,000

日本学術振興
会

Transcriptome解析により同定し
た胃癌腹膜播種再発責任分子

の機能解析
神田　光郎 消化器外科二 1,430,000

日本学術振興
会

高度な画像認識技術を用いた手
術ナビゲーションシステムの開発

と臨床応用
中村　彰太 呼吸器外科 1,040,000

日本学術振興
会

もやもや病におけるエピジェネ
ティクス解析-発症メカニズム解

明にむけて-
荒木　芳生 脳神経外科 1,040,000

日本学術振興
会

悪性末梢神経鞘腫瘍の新規予
後予測因子および治療法の開
発：ヒアルロン酸を標的として

生田　国大 整形外科 1,950,000
日本学術振興

会

吸入麻酔薬はエピゲノム異常を
引き起こすか？

水野　祥子 麻酔科 1,170,000
日本学術振興

会

人工尿逆流による前立腺炎モデ
ルの確立とPDE5阻害薬の炎症

抑制作用の機序の解明
舟橋　康人 泌尿器科 1,430,000

日本学術振興
会

低活動膀胱モデルにおける脂肪
由来幹細胞注入療法

松川　宜久 泌尿器科 1,040,000
日本学術振興

会

新規EMT誘導転写因子を標的と
し、難治性卵巣癌の腹膜進展制

御を目指す新たなる挑戦
関谷　龍一郎 産科婦人科 1,170,000

日本学術振興
会

大気圧プラズマによるEMT制御と
腹膜播種抑制の新展開～難治

性卵巣癌の予後向上へ～
内海　史

総合周産期母子医療
センター（産科婦人

科）
1,430,000

日本学術振興
会

卵巣がんのHｅｔｅｒｏｇｅｎｅｉｔｙと腹
腔内免疫環境解析に基づいた腹

膜播種の克服
鈴木　史朗 産科婦人科 1,170,000

日本学術振興
会

遊離神経片内motoneuron移植
によるfree-design筋移植術の実

現
中野　智則 手の外科 1,430,000

日本学術振興
会

高精度放射線治療における投与
線量検証の患者個別化とその有

用性に関する研究
加茂前　健 放射線科 1,690,000

日本学術振興
会

猪苓湯が出血性膀胱炎に作用
する分子生物学的機構の解明

川島　希 小児科 1,690,000
日本学術振興

会

脳深部刺激療法後のパーキンソ
ン病患者における発話障害の病

態解明と治療法の開発
坪井　崇 神経内科 1,950,000

日本学術振興
会
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Escobar症候群の分子病態解明
とGFPT1先天性筋無力症候群の

治療法開発研究
中田　智彦 小児科 2,210,000

日本学術振興
会

新生児壊死性腸炎に対する新規
細胞療法の開発

見松　はるか
総合周産期母子医療

センター（小児科）
1,560,000

日本学術振興
会

幹細胞を用いた新生児慢性肺疾
患に対する新規治療法の開発

齊藤　明子
総合周産期母子医療

センター（小児科）
1,690,000

日本学術振興
会

遺伝性角化症のオーダーメイド
治療の確立

武市　拓也 皮膚科 1,950,000
日本学術振興

会

統合失調症死後脳におけるオリ
ゴデンドロサイト/ミエリンの神経

病理学的研究
鳥居　洋太 精神科 1,300,000

日本学術振興
会

22q11.2欠失細胞から捉える統合
失調症の病態解明

有岡　祐子
先端医療・臨床研究

支援センター
1,690,000

日本学術振興
会

Transcriptome解析より同定した
胃癌肝転移関連分子の発現およ

び機能解析
田中　友理 消化器外科二 2,470,000

日本学術振興
会

肝細胞癌におけるSAMSN1遺伝
子の機能解析と、血清腫瘍マー

カーへの応用
江坂　和大 消化器外科二 2,470,000

日本学術振興
会

胸腺腫の病態解明と治療への応
用

羽切　周平 呼吸器外科 2,470,000
日本学術振興

会

エピゲノム修飾因子を標的とした
悪性脳腫瘍の異常エピゲノムの

修復
大岡　史治 脳神経外科 2,080,000

日本学術振興
会

プロテオーム解析を用いたデス
モイド腫瘍の病態と新規バイオ

マーカーの探索的研究
濱田　俊介 整形外科 1,950,000

日本学術振興
会

多能性幹細胞由来運動神経細
胞を用いた神経再支配による麻

痺筋の新規治療戦略
新海　宏明 手の外科 2,340,000

日本学術振興
会

脊髄損傷後のリハビリテーション
が再生軸索に及ぼす影響

石川　喜資 整形外科 1,690,000
日本学術振興

会

ゴナドトロピン反応性獲得機構の
解明とヒト卵胞培養への応用

中村　智子 産科婦人科 1,950,000
日本学術振興

会

MYH9異常症モデルマウスを用
いた難聴発症メカニズムの検討

吉田　忠雄 耳鼻いんこう科 1,560,000
日本学術振興

会

VEGF非依存性脈絡膜血管新生
制御機構の解明

片岡　恵子 眼科 2,600,000
日本学術振興

会

骨髄由来間葉系幹細胞による組
織内微小環境因子の薬剤関連

顎骨壊死治療への応用
大杉　将嗣 歯科口腔外科 1,560,000

日本学術振興
会

オッセオインテグレーション過程
における骨芽細胞の石灰化メカ

ニズムの解明
大森　正裕 歯科口腔外科 1,690,000

日本学術振興
会

DNA脱メチル化を指標とした口
腔がん新規エピゲノム治療法の

開発
市村　典久 歯科口腔外科 1,690,000

日本学術振興
会

幹細胞由来培養上清を用いた大
規模骨欠損における新規治療法

の開発
原　憲史 歯科口腔外科 2,470,000

日本学術振興
会

転写因子複合体による新たな歯
原性上皮幹細胞分化制御機構

の解明
酒井　陽 歯科口腔外科 1,560,000

日本学術振興
会

周産期ウイルス感染が惹起する
炎症反応に基づく神経発達障害

の分子機構の解明
伊藤　教道 薬剤部 2,210,000

日本学術振興
会

呼吸器疾患患者に対するリハビリ
テーション方策（電気刺激療法）

の新規開拓
井上　貴行 リハビリテーション部 2,600,000

日本学術振興
会

せん妄の薬物療法を開拓する：
髄液分析および介入研究

中嶋　宏貴 老年内科 2,340,000
日本学術振興

会

新規に開発した高伸張性生分解
性ポリマーを足場とした血管再生

医療技術の確立
西塚　隆伸 手の外科 1,300,000

日本学術振興
会

質量分析法を用いた睡眠呼吸障
害における脂質代謝異常のメカ

ニズムの検討
宮田　聖子

睡眠医学寄附講座
（耳鼻いんこう科）

650,000
日本学術振興

会

肥大型心筋症における微小循環
不全と血管新生促進・抑制機構

のメカニズム解明研究
森本　竜太 循環器内科 2,860,000

日本学術振興
会

心房細動アブレーション治療の
予後改善をめざした積極的生活

習慣改善プログラムの導入
柳澤　哲

先端循環器寄附講座
（循環器内科）

1,560,000
日本学術振興

会
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脳腫瘍における術中オールイン
ワン変異解析システムの開発

近藤　五郎 小児集中寄附（脳外） 2,080,000
日本学術振興

会

MCIが運転能力に与える影響に
関する追跡調査：神経認知課題

の危険運転予測力の検証

荒川　直子（河野
直子）

精神科 1,820,000
日本学術振興

会

脳タンパク質老化と認知症制御
に関する国際共同研究を加速す

るための国際活動支援
祖父江　元 神経内科 14,820,000

日本学術振興
会

成人の骨系統疾患患者のQOL
に関する研究

鬼頭　浩史 整形外科学 4,095,000 厚生労働省

地域要因に基づいた在宅医療・
介護連携推進に関する研究‐汎
用性の高い在宅医療・介護連携

推進・ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの作成

葛谷　雅文
地域在宅医療学・老

年科学
5,000,000 厚生労働省

医療安全管理部門への医師の
関与と医療安全体制向上に関す

る研究
長尾　能雅

医療の質・安全管理
部

3,400,000 厚生労働省

腹腔外発生ﾃﾞｽﾓｲﾄﾞ型繊維腫瘍
患者の診断基準、重症度分類お
よび診療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ確立に向けた

研究

西田　佳弘 整形外科学 1,560,000 厚生労働省

難治性腎疾患に関する調査研究 丸山　彰一 腎臓内科学 27,187,000 厚生労働省

地域連携に基づいた医療機関等
における薬剤耐性菌の感染制御

に関する研究
八木　哲也 臨床感染統御学 18,500,000 厚生労働省

電解レーザ微細複合加工技術の
実用化による微細医療器具の開

発
後藤　秀実 消化器内科学 2,096,172 経済産業省

統合失調症と自閉スペクトラム症
のゲノム解析結果を活かした診

断法・治療法開発
尾崎　紀夫 精神医学 127,888,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

病理モデル開発と解析 石垣　診祐
神経内科学（難治性

神経寄附講座）
5,200,000

国立研究開発
法人科学技術

振興機構

精神疾患の病態を反映した鑑別
診断、重症度予測が可能な血中
バイオマーカーの実用化研究

尾崎　紀夫 精神医学 7,000,000
国立大学法人

九州大学

希少遺伝子変異を有する小細胞
肺がんに対する新規資料法の確

立に関する研究
長谷川　好規 呼吸器内科学 1,500,000

国立研究開発
法人国立がん
研究センター

高齢者における新興・再興感染
症、インフルエンザ等に関する研

究
八木　哲也 臨床感染統御学 1,000,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

前頭側頭型認知症の分子標的
治療薬・バイオマーカー開発によ
るdisease-modifying therapyへの

展開

祖父江　元
神経内科学（特任プ

ロ・新学術領域）
67,352,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

精神疾患に関わる稀な遺伝子変
異の探索による病態関連神経回

路の解明
尾崎　紀夫 精神医学 47,775,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

精神疾患に関わる稀な遺伝子変
異の探索による病態関連神経回

路の解明
尾崎　紀夫 精神医学 2,600,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

名古屋地区の精神疾患拠点の
構築

入谷　修司
精神医学（精神医療

学寄附講座）
3,000,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

生体内の異物・不要物排除機構
の解明とその制御による疾患治

療
伊藤　恭彦

腎不全システム治療
学寄附講座

9,100,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

前頭側頭葉変性症/筋萎縮性側
索硬化症の神経回路破綻解明

に基づく革新的治療開発
祖父江　元

神経内科学（特任プ
ロ・新学術領域）

41,600,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

脂質による体表面バリア形成の
分子機構の解明

秋山　真志 皮膚病態学 10,400,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

複合性局所疼痛症候群の汎用
的で客観的な重症度評価技術の

開発
平田　仁 手の外科学 26,890,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構
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医薬品服用による自動車運転に
与える影響の評価方法に関する

研究
岩本　邦弘 精神医学 1,400,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

小児急性リンパ性白血病に対す
る非ウイルスベクターを用いたキ
メラ抗原受容体T細胞療法の開

発

髙橋　義行
小児科学（成長発達

医学）
33,079,806

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

孤発性ALS患者大規模前向きコ
ホートの臨床バイオリソース・ゲノ
ム遺伝子・不死化細胞を用いた

病態解明、治療法開発研究

祖父江　元
神経内科学（特任プ

ロ・新学術領域）
68,250,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

治験の実施に関する研究（治験
の実施に関する研究［5ALA・

SFC］(CCT-C-2672)
夏目　淳

小児科学（障害児
（者）寄附講座）

700,000
公益財団法人
日本医師会

疾患特異的iPS細胞を用いた球
脊髄性筋萎縮症の病態解明・治
療法探索のための効率的解析シ

ステムの開発

祖父江　元
神経内科学（特任プ

ロ・新学術領域）
2,496,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

ドラッグ・リポジショニングによる軟
骨無形成症治療薬の開発研究

鬼頭　浩史 整形外科学 52,175,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

慢性活動性EBウイルス感染症と
その類縁疾患の診断・治療効果
評価の向上を目指したEBウイル
スDNA量のエビデンスの構築

伊藤　嘉規 小児科学 9,880,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

稀少小児遺伝性血液疾患に対
する次世代シークエンサーを利
用した診断システムの開発に関

する研究

小島　勢二
小児科学（障害児
（者）寄附講座）

37,570,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

排尿障害を有する要支援・要介
護高齢者の排尿自立に関する研

究
松川　宜久 泌尿器科 800,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

FOPに対するシロリムスを用いた
医師主導治験

鬼頭　浩史 整形外科学 9,100,000
国立大学法人

京都大学

高悪性度骨軟部腫瘍に対する標
準治療確立のための研究

西田　佳弘 整形外科学 420,000

独立行政法人
労働者健康安
全機構　九州

労災病院

要介護高齢者、フレイル高齢者、
認知症高齢者に対する栄養療
法、運動療法、薬物療法に関す
るガイドライン作成に向けた調査

研究

葛谷　雅文
地域在宅医療学・老

年科学
1,000,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

フレイル高齢者のレジストリ研究
及び地域高齢者におけるフレイ
ル予防プログラムの開発・検証

葛谷　雅文
地域在宅医療学・老

年科学
1,000,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

チロシンキナーゼ阻害薬による
慢性骨髄性白血病の治癒を目指

した研究
清井　仁 血液・腫瘍内科学 1,500,000

学校法人　近
畿大学

がん遺伝子陽性検体の臨床病
理学的解析

清井　仁 血液・腫瘍内科学 3,000,000
国立大学法人

東京大学

免疫遺伝情報に基づく非血縁移
植統合データベースの構築と最

適なドナー・さい帯血の選択
村田　誠 血液・腫瘍内科学 500,000

愛知県がんセ
ンター

ガイドライン治療計画およびエビ
デンスの集積

尾崎　紀夫 精神医学 3,650,000 杏林大学

拡張相肥大型心筋症を対象とし
た多施設登録観察研究

室原　豊明 循環器内科学 200,000
国立大学法人

九州大学

原因不明遺伝子関連疾患の全
国横断的症例収集・バンキングと

網羅的解析
小島　勢二

小児科学（障害児
（者）寄附講座）

3,700,000

国立研究開発
法人国立成育
医療研究セン

ター

試験治療の実施・臨床研究の統
括

平田　仁 手の外科学 9,919,000
国立大学法人

大阪大学
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適切な医療を目指した軽度認知
障害等の患者の情報登録及び

連携に関する研究
葛谷　雅文

地域在宅医療学・老
年科学

1,200,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

医師主導治験の実施の支援及
び推進に関する研究（神経芽種
の患者に対するモノクローナル
抗体ch14.18/CHO持続投与の
第Ⅰ相試験（医師主導治験））

髙橋　義行
小児科学（成長発達

医学）
7,916,000

公益財団法人
日本医師会

歯髄再生治療をモデルとした高
齢者の再生治療を促進する因子

（RSF）の開発
山本　徳則 泌尿器科学 500,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

認知症の当事者・家族の視点に
もとづく療養指導のためのエビデ

ンス構築研究
梅垣　宏行

地域在宅医療学・老
年科学

1,200,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

虚血肢治療用低侵襲ナノ粒子製
剤の実用化

古森　公浩 血管外科学 3,000,000
国立大学法人

九州大学

上皮性卵巣癌の妊孕性温存治
療の対象拡大のための非ランダ

ム化検証的試験
吉川　史隆 産婦人科学 1,000,000

茨城県立中央
病院

患者のQOL向上をめざした胃が
んに対する低侵襲標準治療確立

に関する多施設共同試験
小寺　泰弘 消化器外科学 390,000

国立研究開発
法人国立がん
研究センター

CHP/NY-ESO-1ポリペプチドが
んワクチンの術後食道癌症例を
対象とした多施設共 同前期第II
相臨床試験（根治切除術後食道
癌のNY-ESO-1抗原発現陽性例
に対するIMF-001の多施設共同
無作為化比較験（第Ⅱ相臨床試

験））

小寺　泰弘 消化器外科学 1,000,000
国立大学法人

三重大学

加齢に伴う聴覚・平衡覚の病態
解明および治療の標準化に関す

る研究
寺西　正明 耳鼻咽喉科学 600,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

高齢者の血管性認知症に対する
心-脳連関に着目した新規予防

法及び治療法の開発（副題：PDE
Ⅲ阻害薬であるプレタールのも
つ心拍数増加作用に着目した、
高齢者の血管性認知症に対する
新規予防法及び治療法の開発）

因田　恭也 循環器内科学 1,000,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

視機能が高齢者の身体機能に
与える影響および予防・治療法

の標準化に関する研究
寺﨑　浩子 眼科学 400,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

レビー小体病における
preclinical/prodromal期からの自
然歴解明とバイオマーカー開発

勝野　雅央 神経内科学 1,200,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

ゾニサミドによる認知症を伴う
パーキンソン病におけるBPSD軽

減効果の検証
勝野　雅央 神経内科学 1,000,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

神経疾患における免疫病態の解
明と治療法開発に関する研究

小池　春樹 神経内科学 500,000

国立研究開発
法人国立精
神・神経医療
研究センター

先天性赤芽球癆 (Diamond-
Blackfan貧血)の新規原因遺伝子
の同定と病態解明に関する研究

小島　勢二
小児科学（障害児
（者）寄附講座）

650,000
国立大学法人

弘前大学

集約的オミックス解析による難病
の原因究明と疾患別遺伝子診断

ネットワークの構築 
小島　勢二

小児科学（障害児
（者）寄附講座）

3,000,000
国立大学法人

京都大学

移植後日和見感染症に対する特
異的Ｔ細胞療法の開発と臨床応

用に関する研究
髙橋　義行

小児科学（成長発達
医学）

1,040,000
国立大学法人
東京医科歯科

大学
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ＨＬＡ不適合血縁者間移植の治
療成績を向上し、造血器疾患治
療における位置づけを明らかに

するための研究

髙橋　義行
小児科学（成長発達

医学）
300,000

学校法人自治
医科大学

遠位型ミオパチーにおけるN-ア
セチルノイラミン酸の第2/3相試

験
勝野　雅央 神経内科学 2,600,000

国立大学法人
東北大学

膠芽腫の治療薬の開発とその臨
床応用

夏目　敦至
脳神経外科学（脳神

経先端医療学）
3,600,000

公立大学法人
名古屋市立大

学
球脊髄性筋萎縮症に対する酢酸
リュープロレリンの効果に関する

研究
祖父江　元

神経内科学（特任プ
ロ・新学術領域）

200,000
公益財団法人
日本医師会

インターロイキン２の免疫抑制作
用を活用する新しい免疫制御療

法の開発
村田　誠 血液・腫瘍内科学 300,000

国立大学法人
岡山大学

適切な医療を目指した軽度認知
障害等の患者の情報登録及び

連携に関する研究
祖父江　元

神経内科学（特任プ
ロ・新学術領域）

1,200,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

レビー型認知症患者を中心とし
た非アルツハイマー型認知症登
録を目指した基盤整備に関する

研究

勝野　雅央 神経内科学 1,000,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

BIM遺伝子多型に起因する
EGFR変異肺癌のEGFR阻害薬
耐性をボリノスタット併用で克服

長谷川　好規 呼吸器内科学 1,300,000
国立大学法人

金沢大学

RET融合遺伝子陽性肺癌に対す
るアレクチニブの有効性を明らか

にする研究
長谷川　好規 呼吸器内科学 1,300,000

国立大学法人
金沢大学

分岐鎖アミノ酸製剤(BCAA)第Ⅱ
/Ⅲ相臨床試験－BCAAの多発
性筋炎・皮膚筋炎患者を対象と
した有効性、安全性を検討する
プラセボ対照二重盲検並群間比
較試験及び非盲検継続試験－

室　慶直
皮膚病態学（皮膚結

合組織病態学）
512,500

国立大学法人
東京医科歯科

大学

ギラン・バレー症候群に対するエ
クリズマブの安全性と有効性を評
価する前向き・多施設共同・第Ⅱ

相試験

小池　春樹 神経内科学 780,000
国立大学法人

千葉大学

薬物治療ガイドライン作成と普及 稲田　俊也
精神医学（精神生物

学）
650,000

国立大学法人
弘前大学

ＣＫＤ免疫学調査 丸山　彰一 腎臓内科学 1,000,000
国立大学法人

筑波大学

成人骨髄性腫瘍のクリニカル
シーケンス体制の確立とデータ

共有
清井　仁 血液・腫瘍内科学 7,592,000

独立行政法人
国立病院機構
名古屋医療セ

IoT推進のための新産業モデル
創出基盤整備事業「毎日の糖尿
病管理を七福神が伴走！　未受
診・脱落・コントロール不良をなく

せ‼

有馬　寛
糖尿病･内分泌内科

学
249,121

公益財団法人
愛知県健康づ
くり振興事業

団

遺伝子変異の機能解析
（Desmoid型線維腫症）、臨床検

体の収集
西田　佳弘 整形外科学 650,000

国立大学法人
東京大学

小児HBV感染およびHCV感染の
調査（中部地区）

伊藤　嘉規 小児科学 200,000

地方独立行政
法人大阪府立

病院機構
大阪府立急性
期・総合医療

センター

重度嗅覚障害を呈するパーキン
ソン病を対象としたドネペジルの

予後改善効果に関する研究
祖父江　元

神経内科学（特任プ
ロ・新学術領域）

600,000

独立行政法人
国立病院機構
仙台西多賀病

院

総合診療科外来を受診する慢性
疲労症候群患者の集学的治療

に関する研究
伴　信太郎 総合診療医学 500,000

学校法人玉手
山学園　関西
福祉科学大学

遺伝性網脈絡膜疾患の生体試
料の収集・管理・提供と病態解明

寺﨑　浩子 眼科学 500,000

独立行政法人
国立病院機構
東京医療セン

ター

筋萎縮性側索硬化症(ALS)新規
治療法開発をめざした病態解明

祖父江　元
神経内科学（特任プ

ロ・新学術領域）
1,300,000

国立大学法人
東北大学
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孤発性ALS患者ゲノム遺伝子リ
ソースの構築/孤発性ＡＬＳ患者
エクソームシークエンス/遺伝子

臨床相関の解析

祖父江　元
神経内科学（特任プ

ロ・新学術領域）
4,500,000

国立大学法人
神戸大学

On the job training回避を目的と
した小児内視鏡手術統合的術前
トレーニングシステム・認定プログ

ラムの確立に関する研究

内田　広夫 小児外科学 14,599,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

筋萎縮性側索硬化症患者の疾
患登録システムの研究開発

祖父江　元
神経内科学（特任プ

ロ・新学術領域）
100,000,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

ゲノム解析の実施、同定変異の
基礎研究とその臨床実用化

室原　豊明 循環器内科学 1,000,000
国立大学法人

大阪大学

「内視鏡外科手術における熟練
技術追体験システムを使用したト

レーニングシステムの評価
内田　広夫 小児外科学 650,000

国立大学法人
大阪大学

次世代プリンテッドエレクトロニク
ス材料・プロセス基盤技術開発／
⑥フレキシブル複合機能デバイ

ス技術の開発

内田　広夫 小児外科学 4,236,000

国立研究開発
法人新エネル
ギー・産業技
術総合開発機

構

非扁平上皮非小細胞肺癌に対
するペメトレキセドを用いた術後

補助化学療法
横井　香平 呼吸器外科学 130,000

国立研究開発
法人国立がん
研究センター

難治性気道疾患新規診断法開
発研究

長谷川　好規 呼吸器内科学 325,000
学校法人東邦

大学

標準的治療の確立が望まれる難
治性疾患に対する新規治療法の

開発
後藤　百万 泌尿器科学 273,000

国立大学法人
九州大学

間脳下垂体機能障害関する長期
予後調査研究 

有馬　寛
糖尿病･内分泌内科

学
800,000

独立行政法人
国立病院機構
京都医療セン

ター

免疫性ニューロパチーの治療反
応性予測に基づく有効な治療戦

略の構築
祖父江　元

神経内科学（特任プ
ロ・新学術領域）

4,290,000
学校法人近畿

大学

遺伝性神経疾患の遺伝子解析
に基づく病態解明に関する研究

祖父江　元
神経内科学（特任プ

ロ・新学術領域）
1,300,000

国立大学法人
鹿児島大学

大量出血症例に対する血液製剤
の適正な使用のガイドライン作成

に関する研究
碓氷　章彦 心臓外科学 550,000

国立研究開発
法人　国立循
環器病研究セ

ンター

動物モデル、臨床データ、患者
検体の提供と病態解析

祖父江　元
神経内科学（特任プ

ロ・新学術領域）
800,000 愛知医科大学

運動失調症の分子病態解明・治
療法開発に関する研究

祖父江　元
神経内科学（特任プ

ロ・新学術領域）
800,000

国立研究開発
法人国立精
神・神経医療
研究センター

産学連携全国がんゲノムスクリー
ニング事業SCRUM-Japanで組織
した遺伝子スクリーニング基盤を
利用した、多施設多職種専門家
から構成されたExpert Panelによ
る全国共通遺伝子解析・診断シ
ステムの構築および研修プログラ

ムの開発

長谷川　好規 呼吸器内科学 3,900,000
国立研究開発
法人国立がん
研究センター

鼻副鼻腔悪性腫瘍に対する内視
鏡下頭蓋底手術の標準化を目指

した多施設共同研究
藤本　保志 耳鼻咽喉科学 260,000

国立大学法人
東京医科歯科

大学
冠動脈ステント留置を行った心房
細動患者に対する、抗血栓療法
に関する検討（多施設共同研究）

室原　豊明 循環器内科学 680,000
学校法人藤田

学園

ヒトiPS細胞を用いた視床下部-下
垂体ホルモン産生細胞の分化誘

導法と移植方法の開発
須賀　英隆 糖尿病･内分泌内科 109,100,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

多施設共同研究におけるがん患
者に対する適切なQOL評価法確

立のための研究
安藤　昌彦

先端医療・臨床研究
支援センター

800,000
国立研究開発
法人国立がん
研究センター
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構造並びに機能再生を目指す脂
肪組織由来幹細胞治療の開発

後藤　百万 泌尿器科学 69,247,200
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

ヒト間葉系幹細胞由来の再生医
療製品製造システムの開発

（Muse細胞を用いた再生医療の
実現に向けた製剤製造システム

の研究開発）

水野　正明
先端医療・臨床研究

支援センター
4,000,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

高齢者の小細胞肺癌に対する新
たな標準的治療の確立に関する

研究
安藤　昌彦

先端医療・臨床研究
支援センター

400,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

糖尿病の標準的治療の開発と均
てん化に関する研究

林　登志雄 老年科学 11,700,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

HCVに対する抗ウイルス治療
後、SVR後の病態に関する研究

林　和彦 消化器内科 1,820,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

悪性リンパ腫の腫瘍細胞と微小
環境構成細胞の比較解析と微小
環境構成細胞による腫瘍支持機
構を標的とする新規治療法の開

発

島田　和之 血液内科 3,743,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

さらなる適正使用に向けた、血液
製剤の使用と輸血療法の実施に

関する研究
松下　正 輸血部 10,000,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

AYA世代における急性リンパ性
白血病の生物学的特性と小児型

治療法に関する研究
早川　文彦 血液内科 27,507,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

自閉スペクトラム症に対する新規
オキシトシン製剤の有効性・安全
性の検討とオキシトシン反応性を

予測する診断法開発

岡田　俊 親と子どもの心療科 18,102,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

真の社会イノベーションを実現す
る革新的「健やか力」創造拠点

平川　晃弘
先端医療・臨床研究

支援センター
9,300,200

国立研究開発
法人科学技術

振興機構

多施設共同研究の質的向上に
必要な生物統計手法に関する研

究
平川　晃弘

先端医療・臨床研究
支援センター

800,000
国立研究開発
法人国立がん
研究センター

イメージング分析の臨床試験 安藤　雄一 化学療法部 200,000
国立研究開発
法人国立がん
研究センター

卵巣がん・子宮がんのPDXモデ
ルを用いた革新的がん免疫療法

の開発
鈴木　史朗 産科婦人科 1,000,000

国立研究開発
法人国立がん
研究センター

日本多施設共同コーホート研究
（J-MICC study）におけるゲノム
情報の解析への利活用と解析を

担当

中杤　昌弘
先端医療・臨床研究

支援センター
1,000,000

国立研究開発
法人国立がん
研究センター

超高齢者社会における治癒困難
な高齢切除不能進行再発大腸

癌患者に対する標準治療確立の
ための研究

安藤　昌彦
先端医療・臨床研究

支援センター
1,300,000

国立研究開発
法人国立がん
研究センター

高度腹水を伴うまたは経口摂取
不能の腹膜転移を有する胃癌に

対する5-FU/1-LV療法
vsFLTAX療法のランダム化第Ⅱ

/Ⅲ相比較試験

安藤　昌彦
先端医療・臨床研究

支援センター
1,000,000

学校法人　聖
マリアンナ医

科大学

QOLデータの収集と解析 安藤　昌彦
先端医療・臨床研究

支援センター
5,000,000

学校法人　慶
應義塾

脊柱靭帯骨化症の治療指針策
定および手術治療の質を高める

ための大規模多施設研究
今釜　史郎 整形外科 800,000

国立大学法人
東京医科歯科

大学

患者のQOL向上をめざした胃が
んに対する低侵襲標準治療確立

に関する多施設共同試験
安藤　昌彦

先端医療・臨床研究
支援センター

1,950,000
国立研究開発
法人国立がん
研究センター
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BIM遺伝子多型に起因する
EGFR変異肺癌のEGFR阻害薬
耐性をボリノスタット併用で克服

する研究

安藤　昌彦
先端医療・臨床研究

支援センター
8,580,000

国立大学法人
金沢大学

GL & QA作成および神経ネット
ワークを同定

山田　清文 薬剤部 1,300,000
学校法人　星

薬科大学

ロコモ（虚弱）センター開設に向
けての臨床・研究デザイン構想
構築に関する多科共同研究

酒井　忠博 整形外科 700,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

オリジナル抗原HSP105由来ペプ
チドワクチンのFIH医師主導治験

鈴木　史朗 産科婦人科 1,000,000
国立研究開発
法人国立がん
研究センター

IL-36RN欠損症モデルマウスの
病態解明

小川　靖 皮膚科 8,687,250
藤田保健衛生
大学　医療科

学部
高齢発症AML/MDSにおける胚
細胞変異に基づく個別化医療の

確立
村松　秀城 小児科 1,560,000

国立大学法人
京都大学

原発性免疫不全症に対する造血
幹細胞移植法の確立

村松　秀城 小児科 650,000
国立大学法人

九州大学

低酸素性虚血性脳症に対する自
己臍帯血幹細胞治療に関する研

究
早川　昌弘

小児科（総合周産期
（新生児））

600,000
公立大学法人
大阪市立大学

がん領域Clinical Innovation
Network事業による超希少がん
の臨床開発と基盤整備を行う総

合研究

平川　晃弘
先端医療・臨床研究

支援センター
2,600,000

国立研究開発
法人国立がん
研究センター

「膵癌血液mRNA測定検査」開発
におけるプロジェクトマネジメント

藤原　忠美
先端医療・臨床研究

支援センター
750,000

国立大学法人
金沢大学

発達障害を含む児童・思春期精
神疾患患者へのインフォームド・
アセントのガイドライン作成と普及

岡田　俊 親と子どもの心療科 650,000
国立大学法人

弘前大学

ロコモ（虚弱）センター開設に向
けての臨床・研究デザイン構想
構築に関する多科共同研究

今釜　史郎 整形外科 1,000,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

高齢者における体幹および下肢
の固有感覚受容が腰痛及び易

転倒性に
与える影響と腰痛および店頭予

防に対するproprioceptive
approachへの応用

都島　幹人 輸血部 1,500,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

喫煙者、非喫煙者の肺癌病因に
関する分子疫学的研究

安藤　昌彦
先端医療・臨床研究

支援センター
500,000

独立行政法人
国立病院機構
近畿中央胸部
疾患センター

国内初の汎用自動分析装置用
IgG4測定試薬の多施設での評

価
廣岡　芳樹

消化器内科（光学医
療診療部）

200,000
国立大学法人

信州大学

フレイルの進行予防を目指した
高齢者の糖尿病、消化器疾患、
血液疾患に対する療養支援チー

ムによる介入に関する研究

平川　晃弘
先端医療・臨床研究

支援センター
500,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

高齢者術後せん妄予防・治療の
ための標準化プログラム作成お
よび術前CGA/虚弱評価による
高齢者手術の安全性評価に関

する研究

安藤　昌彦
先端医療・臨床研究

支援センター
300,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

タウリン治験生物統計解析（生物
統計解析）

平川　晃弘
先端医療・臨床研究

支援センター
500,000

学校法人川崎
学園川崎医科

大学
臨床データと検体の管理・遺伝
子解析計画の倫理承認取得・融
合遺伝子による白血病発症機構

の解明

早川　文彦 血液内科 650,000

独立行政法人
国立病院機構
名古屋医療セ

ンター

前臨床期を含めた認知症レジス
トリーシステム構築におけるデー

タ管理・統計解析支援
平川　晃弘

先端医療・臨床研究
支援センター

260,000

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン

ター

男性腹圧性尿失禁に対する低侵
襲再生治療のための、自己ヒト皮
下脂肪組織由来再生（幹）細胞
分離用医療機器の開発研究

後藤　百万 泌尿器科学 73,691,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 　計　450
(注) 1

2

3

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを
記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と。　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又
は委託元を記入すること。

切除可能肝細胞癌に対する陽子
線治療と外科的切除の非ランダ

ム化比較同時対照試験
安藤　昌彦

先端医療・臨床研究
支援センター

1,500,001
国立研究開発
法人国立がん
研究センター

腹膜播種に特化した新たな胃癌
分子標的医薬の探索

神田　光郎 消化器外科二 5,931,200
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

腹膜播種に基づく腸管狭窄によ
り経口摂取が不可能になった切
除不能進行・再発胃癌症例に対
するsurgical interventionの意義
と適応に関するQOL scoreを使

用した前向きコホート研究

安藤　昌彦
先端医療・臨床研究

支援センター
500,000

地方独立行政
法人大阪府立

病院機構
大阪府立急性
期・総合医療

センター

「感動」を創造する芸術と科学技
術による共感覚イノベーション

水野　正明
先端医療・臨床研究

支援センター
4,000,100

国立研究開発
法人科学技術

振興機構

持続可能なネットワーク型中部先
端医療開発拠点の形成

石黒　直樹 医学部附属病院 906,842,832
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文
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号

論文種別

1 Original Article

2 Original Article

3 Original Article

4 Original Article

5 Original Article

6 Original Article

7 Original Article

8 Original Article

9 Original Article

10 Original Article

A Tet-On Inducible System for
Controlling CD19-Chimeric Antigen

Receptor Expression upon Drug
Administration.

Morishita T,
Hayakawa F,
Sugimoto K

他

血液内科

PAX5 tyrosine phosphorylation by SYK
co-operatively functions with its serine
phosphorylation to cancel the PAX5-
dependent repression of BLIMP1: A

mechanism for antigen-triggered plasma
cell differentiation.

雑誌名・
出版年月等

Biochem Biophys Res
Commun.2016

Jun;475(2):176-81

血液内科
Development and analysis of patient
derived xenograft mouse models in

intravascular large B-cell lymphoma.

血液内科

Cancer Immunol Res.2016
Aug;4(8):658-68

The photosensitizer verteporfin has light-
independent anti-leukemic activity for

Ph-positive acute lymphoblastic leukemia
and synergistically works with dasatinib.

血液内科

Peripheral blood cell-free DNA is an
alternative tumor DNA source reflecting

disease status in myelodysplastic
syndromes.

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院にお
ける所属

題名

Inagaki Y,
Hayakawa F,
Hirano D　他

血液内科

Sakemura R,
Terakura S,
Watanabe K

他

Suzuki Y,
Tomita A,

Nakamura F
他

Chen F,
Ishikawa Y1
Akashi A　他

血液内科
Co-expression of wild-type FLT3

attenuates the inhibitory effect of FLT3
inhibitor on FLT3 mutated leukemia cells.

Shimada K,
Shimada S,
Sugimoto K

他

Oncotarget.2016
Jul;7(30):47018-47032

Leukemia.2016
Jul;30(7):1568-79

Oncotarget.2016
Aug;7(35):56241-56252

Cancer Sci.2016
Sep;107(9):1329-37

Takagi Y,
Shimada K,
Shimada S

他

血液内科
SPIB is a novel prognostic factor in diffuse

large B-cell lymphoma that mediates
apoptosis via the PI3K-AKT pathway.

Cancer Sci.2016
Sep;107(9):1270-1280

Goto T,
Nishida T,

Takagi E　他
血液内科

Programmed Death-Ligand 1 on Antigen-
presenting Cells Facilitates the Induction

of Antigen-specific Cytotoxic T
Lymphocytes: Application to Adoptive T-

Cell Immunotherapy.

J Immunother.2016
Oct;39(8):306-15

Fukushima N,
Minami Y,
Kakiuchi S

他

血液内科
Small-molecule Hedgehog inhibitor
attenuates the leukemia-initiation

potential of acute myeloid leukemia cells.

Cancer Sci.2016
Oct;107(10):1422-1429

Aoki T,
Shimada K,
Sakamoto A

他

血液内科

Emetine elicits apoptosis of intractable B-
cell lymphoma cells with MYC

rearrangement through inhibition of
glycolytic metabolism.

Oncotarget.2017
Feb;8(8):13085-13098
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11 Original Article

12 Original Article

13 Original Article

14 Case Report

15 Review

16 Original Article

17 Case Report

18 Original Article

19 Original Article

20 Original Article

21 Original Article

22 Original Article

23 Original Article

Kawase H,
Bando YK,
Nishimura K

他

循環器内科

A dipeptidyl peptidase-4 inhibitor
ameliorates hypertensive cardiac

remodeling via angiotensin-II/sodium-
proton pump exchanger-1 axis.

J Mol Cell Cardiol.2016
Sep;98:37-47

Kuwahara T,
Hirooka Y,

Kawashima H
他

消化器内科
Quantitative evaluation of pancreatic

tumor fibrosis using shear wave
elastography.

Pancreatology.2016
Nov;16:1063-1068

Morishima T,
Kawashima
H, Ohno E

他

消化器内科
Prospective multicenter study on the

usefulness of EUS-guided FNA biopsy for
the diagnosis of autoimmune pancreatitis.

Gastrointest Endosc .2016
Aug;84:241-8.

Asano S,
Mizuno S,

Okachi S　他
呼吸器内科

Antineutrophil Cytoplasmic Antibody-
associated Vasculitis Superimposed on
Infection-related Glomerulonephritis

Secondary to Pulmonary Mycobacterium
avium Complex Infection

Intern Med .2016 Sep （オ
ンライン）

Ito S, Furuya
K, Sokabe M,
Hasegawa Y

他

呼吸器内科
Cellular ATP release in the lung and

airway.
AIMS Biophys .2016

Nov;3:571-584.

Okachi S,
Imai N,

Imaizumi K
他

呼吸器内科

 Factors Affecting the Diagnostic Yield of
Transbronchial Biopsy Using

Endobronchial Ultrasonography with a
Guide Sheath in Peripheral Lung Cancer.

 Intern Med .2016
Jul;55:1705-1712

Omote N,
Kondoh Y,

Taniguchi H
他

呼吸器内科

Acute respiratory distress syndrome due
to severe pulmonary tuberculosis treated

with extracorporeal membrane
oxygenation: a case report and review of

the literature.

Respiratory Medicine Case
Reports .2016 Jun;19:31-

33.

Sato K,
Gorka AP,

Nagaya T　他
呼吸器内科

Effect of charge localization on the in vivo
optical imaging properties of near-infrared

cyanine   dye/monoclonal antibody
conjugates.

Mol Biosyst  .2016
Oct;12:3046-56.

Sato K, Sato
N, Xu B　他

呼吸器内科
Spatially selective depletion of tumor-
associated regulatory T cells with near

infrared photoimmunotherapy.

Sci Transl Med .2016
Aug;8:352:352ra110

Takahashi K, 
Taniguchi H,
Ando M　他

呼吸器内科

 Mean pulmonary arterial pressure as a
prognostic indicator in connective tissue
disease associated with interstitial lung
disease: a retrospective cohort study.

BMC Pulm Med .2016 Apr
（オンライン）

Tsunekawa T,
Banno R,

Mizoguchi A
他

糖尿病・内分泌内科
Deficiency of PTP1B Attenuates

Hypothalamic Inflammation via Activation
of the JAK2-STAT3 Pathway in Microglia.

EBioMedicine.2017 Feb
（オンライン）

Onoue T,
Goto M,

Tominaga T
他

糖尿病・内分泌内科
Reactive oxygen species mediate insulin

signal transduction in mouse
hypothalamus.

Neurosci Lett.2016 Apr
（オンライン）

Kaihan AB,
Yasuda Y,
Katsuno T

他

腎臓内科

The Japanese Histologic Classification
and T-score in the Oxford Classification
system could predict renal outcome in

Japanese IgA nephropathy patients

Clin Exp Nephrol.2017
Mar;:



24 Original Article

25 Original Article

26 Original Article

27 Case Report

28 Original Article

29 Original Article

30 Original Article

31 Original Article

32 Original Article

33 Case Report

34 Case Report

35 Original Article

Ozeki T,
Shimizu H,
Fujita Y　他

腎臓内科
The Type of Vascular Access and the

Incidence of Mortality in Japanese
Dialysis Patients.

Intern Med.2017
Mar;56(5):481-485

Mizuno M,
Suzuki Y,

Higashide K
他

腎臓内科

High Levels of Soluble C5b-9 Complex in
Dialysis Fluid May Predict Poor Prognosis

in Peritonitis in Peritoneal Dialysis
Patients.

PLoS One.2017 Jan（オン
ライン）

Imaizumi T,
Nakatochi M,

Akiyama S
他

腎臓内科
Urinary Podocalyxin as a Biomarker to
Diagnose Membranous Nephropathy.

PLoS One.2016 Sep（オン
ライン）

Fukaya M,
Abe T,

Nagino M
消化器外科一

Rapid progressive long esophageal
stricture caused by gastroesophageal
reflux disease after pylorus-preserving

pancreatoduodenectomy

BMC Surgery.2016 Apr
（オンライン）

Hirata A,
Fukaya M,

Yokoyama Y
他

消化器外科一

Retrocolic or antecolic Roux-en-Y
reconstruction after distal gastrectomy:
which is more effective in the prevention
of postoperative gastroesophageal reflux

disease?

Dig Surg.2016
Apr;33(5):371-81

Yamauchi K,
Kokuryo T,
Yokoyama Y

他

消化器外科一

Prediction of early recurrence after
curative resection of colorectal liver

metastasis and subsequent S-1
chemotherapy

Anticancer Res.2016
May;36(5):2175-2179

Komaya K,
Ebata T,

Fukami Y　他
消化器外科一

Percutaneous biliary drainage is
oncologically inferior to endoscopic

drainage: A propensity score matching
analysis in resectable distal

cholangiocarcinoma

J Gastroenterol.2016
Jun;51(6):608-619

Yokoyama Y,
Ebata T,

Igami T　他
消化器外科一

The predictive value of indocyanine green
clearance in future liver remnant for
postoperative liver failure following

hepatectomy with extrahepatic bile duct
resection

World J Surg.2016
Jun;40(6):1440-1447

Miyata K,
Fukaya M,
Itatsu K　他

消化器外科一
Muscle sparing thoracotomy for

esophageal cancer: A comparison with
posterolateral thoracotomy

Surg Today.2016
Jul;46(7):807-814

Uji M,
Mizuno T,

Ebata T　他
消化器外科一

A case of advanced intrahepatic
cholangiocarcinoma accidentally, but

successfully, treated with capecitabine
plus oxaliplatin (CAPOX) therapy

combined with bevacizmab: a case report

Surg Case Rep.2016 Dec
（オンライン）

Nakamura H,
Uehara K,
Arimoto A

他

消化器外科一
The feasibility of laparoscopic extended

pelvic surgery for rectal cancer
Surg Today.2016

Aug;46(8):950-956

Kamiya T,
Uehara K,

Nakayama G
他

消化器外科一

Early results of multicenter phase II trial
of perioperative oxaliplatin and

capecitabine without radiotherapy for
high-risk rectal cancer : CORONA I

study

Eur J Surg Oncol.2016
Jun;42(6):829-835



36 Case Report

37 Original Article

38 Original Article

39 Original Article

40 Original Article

41 Original Article

42 Original Article

43 Original Article

44 Original Article
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48 Original Article

Igami T,
Komaya K,

Hirose T　他
消化器外科一

Laparoscopic repeat hepatectomy after
right hepatopancreatoduodenectomy

Asian J Endosc Surg.2016
May;9:211-214

Kokuryo T,
Hibino S,

Suzuki K　他
消化器外科一

Nek2 siRNA therapy using a portal venous
port-catheter system for liver metasatsis

in pancreatic cancer

Cancerr Sci.2016
Sep;107(9):1315-1320

Okuno M,
Ebata T,

Yokoyama Y
他

消化器外科一
Appraisal of inflammation-based

prognostic scores in patients with
unresectable perihilar cholangiocarcinoma

J Hepatobiliary Pancreat
Sci.2016 Oct;23(10):636-

642

Igami T,
Nojiri M,

Shinohara K
他

消化器外科一
Clinical value and pitfalls of fluorescent
cholangiography during single-incision

laparoscopic cholecystectomy

Surg Today.2016
Dec;46(12):1443-1450

Nakamura H,
Yokoyama Y,
Uehara K　他

消化器外科一
The effects of bevacizumab on intestinal

anastomotic healing in rabbits
Surg Today.2016

Dec;46(12):1456-1463

Hayashi Y,
Yamaguchi J,
Kokuryo T

他

消化器外科一

The complete loss of tyrosine kinase
receptor MET and RON is a poor
prognostic factor in patients with
extrahepatic cholangiocarcinoma

Anticancer Res.2016
Dec;36(12):6585-6592

Nojiri M,
Igami T,

Tanaka H　他
消化器外科一

Application of fluorescent
cholangiography for determination of the

resection line during a single-incision
laparoscopi cholecystectomy for a benign

lesion of the cystic duct: Preliminary
experience

Surg Laparosc Endosc
Percutan Tech.2016
Dec;26(6):171-173

Kurita K,
Maeda M,

Mansour MA
他

消化器外科一
TRIP13 is expressed in colorectal cancer

and promotes cancer cell invasion
Oncol Lett.2016

Dec;12(6):5240-5246

Sunagawa M,
Mii S,

Enomoto A
他

消化器外科一
Suppression of skin tumorigenesis in

CD109-deficient mice
Oncotarget.2016

Dec;7(50):82836-82850

Sakatoku Y,
Fukaya M,

Miyata K　他
消化器外科一

Successful bypass operation for
esophageal obstruction after acute
esophageal necrosis: a case report

Surg Case Rep.2017 Jan
（オンライン）

Kiriyama M,
Ebata T,

Yokoyama Y
他

消化器外科一
Occult mucin-producing

cholangiocarcinoma in situ: a rare clinical
case with difficult tumour staging

Surg Case Rep.2017 Jan
（オンライン）

Mizuno T,
Ebata T,

Yokoyama Y
他

消化器外科一

Adjuvant gemcitabine monotherapy for
resectable perihilar cholangiocarcinoma

with lymph node involvement: a
propensity score matching analysis

Surg Today.2017
Feb;47(2):182-192

Watanabe N,
Ebata T,

Yokoyama Y
他

消化器外科一
Anatomic features of independent right

posterior portal vein variants: implications
for left hepatic trisectionectomy

Surgery.2017
Feb;161(2):347-354
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Komaya K,
Ebata T,

Yokoyama Y
他

消化器外科一

Verifiation of the oncologic inferiority of
percutaneous biliary drainage to

endoscopic drainage: A propensity score
matching analysis of resectable perihilar

cholangiocarcinoma

Surgery.2017
Feb;161(2):394-404

Otsuji H,
Yokoyama Y,
Ebata T　他

消化器外科一

Surgery-related muscle loss and its
association with postoperative

complications after major hepatectomy
with extrahepatic bile duct resection

World J Surg.2017
Feb;41(2):498-507

Takagi T,
Yokoyama Y,
Kokuryo T

他

消化器外科一

A clear difference between the outcome
after a major hepatectomy with and
without an extrahepatic bile duct

resection

World J Surg.2017
Feb;41(2):508-515

Hirose T,
Igami T,

Koga K　他
消化器外科一

The development of an automatic
producing cholangiography procedure

reconstructed from portal phase
multidetector-row computed tomography

images: Preliminary experience

Surg Today.2017
Mar;47:365-374

Murata Y,
Kokuryo T,
Yokoyama Y

他

消化器外科一
The anti-cancer effect of novel α-

bisabolol derivatives against pancreatic
cancer

Anticancer Res.2017
Feb;37:589-598

Komaya K,
Ebata T,

Shirai K　他
消化器外科一

Recurrence after resection with curative
intent for distal cholangiocarcinoma

Br J Surg.2017
Mar;104(4):426-433

Maekawa T,
Komori K,
Kodama A

他

血管外科
The impact of inflow treatment for

claudicants with both aortoiliac and
femoropopliteal occlusive disease.

Surg Today.2017
Mar;47:293

Tokunaga S,
Ihara T,

Banno H　他
血管外科

The Relationship between Temporal
Changes in Proximal Neck Angulation and
Stent-Graft Migration after Endovascular

Abdominal Aortic Aneurysm Repair.

Ann Vasc Surg.2017
Feb;39:119

Narita H,
Komori K,
Usui A　他

血管外科
Postoperative Outcomes of Hybrid Repair

in the Treatment of Aortic Arch
Aneurysms.

Ann Vasc Surg.2016
Jul;34:55

Yamamoto K,
Komori K,

Narita H　他
血管外科

A 'through-and-through bowing
technique' for antegrade thoracic

endovascular aneurysm repair with total
arch debranching: a technical note and

the initial results.

Eur J Cardiothorac
Surg.2016 Apr;49:1268

Kodera Y,
Takahashi N,
Yoshikawa T

他

消化器外科二

Feasibility of weekly intraperitoneal
versus intravenous paclitaxel therapy

delivered from the day of radical surgery
for gastric cancer: a preliminary safety

analysis of the INPACT study, a
randomized controlled trial.

Gastric Cancer.2017
Jan;20(1):190-199

Satoi S, Fujii
T,

Yanagimoto
H　他

消化器外科二

Multicenter Phase II Study of Intravenous
and Intraperitoneal Paclitaxel With S-1
for Pancreatic Ductal Adenocarcinoma
Patients With Peritoneal Metastasis.

Annals of Surgery.2017
Mar;265(2):397-401
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Shimizu D,
Kanda M,

Tanaka H　他
消化器外科二

GPR155 Serves as a Predictive Biomarker
for Hematogenous Metastasis in Patients

with Gastric Cancer.

Scientific Reports.2017
Feb（オンライン）

Watanabe T,
Takahashi N,
Hirabara S

他

整形外科
Hyaluronan Inhibits Tlr-4-Dependent

RANKL Expression in Human Rheumatoid
Arthritis Synovial Fibroblasts.

PLoS One.2016 Apr（オン
ライン）

Matsumoto
T, Takahashi
N, Kojima T

他

整形外科

Soluble Siglec-9 suppresses arthritis in a
collagen-induced arthritis mouse model
and inhibits M1 activation of RAW264.7
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高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

倫理委員会業務（利益相反マネジメント、試料等の保管、対応表の管理、有害事象、審査受託

、教育等）及び 研究者の申請についての手順・方法等 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年38回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

利益相反の定義、教職員等の責務、委員会の組織等 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年11回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年8回 

 ・研修の主な内容 

臨床研究を実施するための心構え、人を対象とする医学系研究に関する倫理指針について、 

研究公正性を確保するために何をすべきか、臨床介入研究と患者申出療養制度等 

(注）前年度の実績を記載すること。 
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1 研修の内容 

 

各診療科に所属して、初期研修によって習得された基本的診療能力に上乗せされる、医師とし

ての総合的診療能力の習得に加えて、当該診療科で実施されている先進的な医療に特化した研修

を行うことで、医師としての広くかつ専門的経験を蓄積しながら、専門医資格の取得等を目指す

後期研修を実施している。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数           159人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

佐藤 寿一 総合診療科 講師          31 年  

葛谷 雅文 老年内科 教授       34 年  

清井 仁 血液内科 教授          31 年  

室原 豊明 循環器内科 教授 32 年  

有馬 寛 糖尿病・内分泌内科 教授          29 年  

丸山 彰一 腎臓内科 教授          28 年  

勝野 雅央 神経内科 教授 22 年  

長谷川 好規 呼吸器内科 教授 37 年  

梛野 正人 消化器外科一 教授          38 年  

小寺 泰弘 消化器外科二 教授 32 年  

古森 公浩 血管外科 教授 35 年  

小倉 靖弘 移植外科 教授 26 年  

菊森 豊根 乳腺・内分泌外科 講師          28 年  

碓氷 章彦 心臓外科 教授          36 年  

横井 香平 呼吸器外科 教授          39 年  

亀井 譲 形成外科 教授          32 年  

内田 広夫 小児外科 教授          28 年  

西脇 公俊 麻酔科 教授 33 年  

高橋 義行 小児科 教授          25 年  

吉川 史隆 産科婦人科 教授          36 年  

尾崎 紀夫 精神科 教授          35 年  

石黒 直樹 整形外科 教授          37 年  

寺﨑 浩子 眼科 教授          37 年  

秋山 真志 皮膚科 教授 31 年  

後藤 百万 泌尿器科 教授          37 年  

曾根 三千彦 耳鼻いんこう科 教授          30 年  

長縄 慎二 放射線科 教授          30 年  

若林 俊彦 脳神経外科 教授          36 年  



松田 直之 救急科 教授 24 年  

日比 英晴 歯科口腔外科 教授          30 年  

中村 栄男 病理部 教授 38 年  

八木 哲也 中央感染制御部 教授 29 年  

安藤 雄一 化学療法部 教授 27 年  

清井 仁 卒後臨床研修・ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ 教授 31 年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

【看護部】 

看護部では、論理的思考過程を養い、専門職として自律し、主体的に看護活動ができる看護師

の育成を目指し研修、教育を実施している。 

新人には卒後臨床研修制度を実施し、外科系、内科系の2部署をローテーションすることで、確

実な知識と技術を習得し、実践できる看護師の育成を目指している。 

特に、フィジカルアセスメントを中心としたsaving lifeナース育成研修を実施し、患者の変化に

早期に気づき、患者の早期回復に向けた看護実践ができる看護師の育成を目指している。 

 

【医療技術部】 

JCI認証取得にむけて、取得病院長の講演による研修 

 

 ・研修の期間・実施回数 

【看護部】 

平成28年4月～平成29年3月、44のプログラム、延べ20,331時間 

 

【医療技術部】 

平成29年2月23日（木）16:30〜19:30 1回 

 ・研修の参加人数 

【看護部】 

 延べ3770人 



 

【医療技術部】 

108名 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

【臨床研究セミナー】 

 臨床研究を担う人材の育成を目的とし、先端医療・臨床研究支援センターが毎月1,2回程度開催

している。臨床研究に従事する職員（医師及び歯科医師も含む）、研究者、大学院生等を対象と

している。講習内容は毎回異なり、法規、知財、モニタリング等、多岐に渡るテーマでセミナー

を実施している。 

 

 ・研修の期間・実施回数 

  １セミナーにつき1時間半。 

  平成28年度はのべ21回開催した。（DVD上映でのセミナー8回を含む） 

 

 ・研修の参加人数 

 平成28年度はのべ2,803名が受講した。（DVDでの受講者564名を含む） 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 石黒 直樹 

  管理担当者氏名 副病院長、医療の質・安全管理部長 長尾 能雅 
病院長補佐、メディカルITセンター長 白鳥 義宗  
病院長補佐、薬剤部長 山田 清文   
総務課長 安田 浩明  
医事課長 坪井 信治 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・疾病分類 
ICD-10 
 
・管理形態 
 外来カルテ・入院カル
テ 
 1患者1電子カルテで
中央管理（一部紙媒 体
にて保存） 
 
・持ち出しに関する取扱
い 
 エックス線写真の持
ち出しは，名古屋大学医
学部附属病院病歴等管
理要項第12及び第13の
とおりの取扱とする。（
別添参照） 

各科診療日誌 中央管理 
処方せん 中央管理 
手術記録 中央管理 
看護記録 中央管理 
検査所見記録 中央管理 
エックス線写真 中央管理 
紹介状 中央管理 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

中央管理 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 人事労務課  
高度の医療の提供の実績 医事課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

経営企画課，医事課 

高度の医療の研修の実績 人事労務課 
閲覧実績 総務課，医事課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課，薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一

項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療の質・安全管理部 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療の質・安全管理部 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療の質・安全管理部 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療の質・安全管理部 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医療の質・安全管理部 
 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療の質・安全管理部 
 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療の質・安全管理部 
 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医療の質・安全管理部 
 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

経理課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

経理課，臨床工学技術部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

経理課，臨床工学技術部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

経理課，臨床工学技術部 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療の質・安全管理
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医療の質・安全管理
部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療の質・安全管理
部 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

メディカルITセンタ
ー 

医療安全管理部門の設置状況 医療の質・安全管理
部 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

先端医療・臨床研究
支援センター 医薬
品安全管理部門 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療の質・安全管理
部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療の質・安全管理
部 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療の質・安全管理
部 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

監査室 

職員研修の実施状況 医療の質・安全管理
部 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 
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名古屋大学医学部附属病院病歴等管理要項 

（趣旨） 

第 1 名古屋大学医学部附属病院（以下「病院」という。）における病歴等の管理については，この

要項の定めるところによる。 

（目的） 

第 2 病歴等の管理は，医学部，大学院医学系研究科及び本院（以下「病院等」という。）における

診療・教育及び研究に資することを目的とする。 

（定義） 

第 3 この要項において病歴等とは，本院の患者に係る診療録，X線フイルム及びそれらの付属書類

（以下「診療録等」という。）をいう。 

 （退院時要約の作成） 

第 4 全診療科において医師は，全退院患者についての退院時要約を作成する。 

2 退院時要約の作成は，退院後 14日以内とする。 

（プライバシーの確保） 

第 5 病院等の職員及び診療録等の閲覧又は貸出（以下「閲覧等」という。）を希望する者は，次に

掲げる事項を遵守しなければならない。 

一 診療情報の秘密保護に関する事項 

二 患者情報等の秘密保護に関する事項 

三 複写の禁止に関する事項 

四 データの保護に関する事項 

五 その他診療録等の情報管理に関する事項 

（診療録等の管理区分） 

第 6 診療録等の管理は，メディカル IT センター病歴管理部門（以下「病歴管理部門」という。）

が行う。ただし，通院中の外来患者に係る電子媒体に記録された診療録以外の診療録等（以下「外

来診療録等」という。）は病歴管理部門が管理し，入院中の患者に係る電子媒体に記録された診療

録以外の診療録等は，各病棟が管理する。 

2 電子媒体上に記録されていない，他院で記載された診療情報提供書等の診療情報及び本院におい

て指定用紙等に記載された，証明書等（診断書，証明書，同意書等）については，電子媒体上に

取込み後，原本を保管する。 

（診療録等の管理責任者） 

第 7 診療録等を適正に管理するため,診療録等管理責任者（以下「管理責任者」という。）を置き,

メディカル ITセンター長をもって充てる。 

（診療録等の保存） 

第 8 診療録等の保存期間は，次のとおりとする。 

一 外来診療録，入院診療録等 受診した診療科の最終受診日から 5年間 

二  診療録等をマイクロフイルム化及び電子化したもの  永久 

2 診療録等の保管方法及び保存期間を経過した診療録の取扱いについては別に定める。 

（診療録等の閲覧及び貸出） 

第 9 診療録等は，原則として診療，教育・研究，公法上の規定及び医事調査等による目的以外は
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閲覧等を許可しないものとする。 

2 診療録等の閲覧等及び検索に係る遵守事項については，別に定める。 

3 診療に必要な外来診療録，入院診療録等は各診療科の依頼に応じ，病歴管理部門が迅速に提供す

る。 

（診療録等の閲覧等の資格） 

第 10 診療録等の閲覧等ができる者は，次の者とする。 

一 病院等に所属し，診療に従事している医師及び歯科医師 

二 診療従事者として病院長の承認を得た医師及び歯科医師 

三 前各号に掲げる者のほか，病院長又は管理責任者が許可した者 

2 法令等の定めにより，診療録等の提出を必要とする場合の閲覧等については，別に定める。 

（診療録等の閲覧等の申請及び許可） 

第 11 病歴管理部門が管理する診療録等の閲覧等を希望する者は，病歴管理部門が管理する「診療

録等閲覧・貸出申込書」（以下「申込書」という。）を病歴管理部門に提出し，許可を得るものと

する。 

2 病歴管理部門は，前項の申込書を受理した場合は，閲覧等の資格及び利用目的を確認し，適当で

あると判断した場合に閲覧等を許可するものとする。 

3 閲覧は病歴管理部門閲覧室で行うこととし，貸出は病院等の範囲内とする。 

（X線フイルムの院外貸出） 

第 12 前条第 3項の規定にかかわらず X線フイルムの院外貸出については，次に掲げる要件を満た

す場合に許可することができるものとする。 

一 都道府県及び市町村の条例等により，公費負担医療受給申請書等に X線フイルムの添付が求

められている場合の患者（患者が未成年の場合の保護者を含む。以下「患者等」という。）への

貸出 

二 労災認定等の資料として X線フイルムの提出が求められている場合の労働基準監督署への貸

出 

三 診療上の必要事由による他の医療機関への貸出 

2 X線フイルムの患者等への貸出の判断は，当該患者が受診している診療科の主治医が行うものと

し，主治医が退職している場合にあっては，当該診療科長が判断する。 

（診療録等の閲覧等の期間） 

第 13 診療録等の閲覧等の期間は 14 日間とする。ただし，再入院患者の前回入院診療録等は退院

日までとする。 

2 X線フイルムの院外貸出期間は，前項の規定にかかわらず原則として次のとおりとする。 

一 公費負担医療受給申請及び労災に係るもの 1月以内 

二 その他のもの 2週間以内 

3 閲覧等の期間終了後もなお閲覧等の必要がある場合は，病歴管理部門の許可を得るものとし，継

続できる閲覧等の期間は，前回の閲覧等期間満了日から 14日以内とする。 

4 閲覧等の期間内であっても，診療上，当該診療録等が緊急に必要となった場合は，直ちに返却す

るものとする。 

5 病歴管理部門が管理する診療録等は，病歴管理部門内の所定の場所に返却するものとする。 

（時間外及び休日等の閲覧等） 



－ 3 － 

第 14 土曜日，日曜日，祝祭日及び 12月 29日から翌年 1月 3日における病歴管理部門が管理する

診療録等の閲覧等については，あらかじめ許可を得ているものを除き，診療上，当該患者の診療

録等が緊急に必要な場合にのみ許可する。 

2 前項により病歴管理部門が管理する診療録等の閲覧等を行う者は，当該診療録等の所在確認のた

め，申込書に必要事項を記載して所定の整理箱に投函しておくものとする。 

3 前項により病歴管理部門が管理する診療録等の閲覧等を行う場合は，閲覧等を行う者が警務員室

から病歴管理部門の鍵の貸出を受けて入室し，退出時は消灯，施錠等の確認を行い，貸出を受け

た鍵は退出後速やかに警務員室に返却するものとする。 

（雑則） 

第 15 この要項の実施に関し必要な事項は，名古屋大学医学部附属病院病歴管理委員会の議を経て

病院長が定める。 

 

   附 則 

 この要項は，平成 16年 4月 1日から実施する。 

   附 則 

 この要項は，平成 22年 3月 10日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成 24年 4月 11日から実施し，平成 24年 4月 1日から適用する。 

   附 則 

 この要項は，平成 28年 9月 14日から実施する。 

 

 

 

 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              総務課長 安田浩明 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              総務課病院事務係長 水野克彦 

 閲覧の求めに応じる場所              総務課 

 閲覧の手続の概要 

病院の管理及び運営に関する諸記録は、公文書等の管理に関する法律の規定に基づき、保有する

法人文書ファイルとして、名称、保存期間、文書管理者、保存場所、その他の事項を記載した法

人文書ファイル管理簿を作成し、一般の閲覧に供するとともに、公表しています。 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20第 5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        ０件 
  閲 覧 者 別   医        師    延         件 

  歯  科  医  師    延         件 
      国    延         件 
  地 方 公 共 団 体    延         件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
・ 指針の主な内容： 
・安全管理に関する基本的な考え方 

 ・組織に関する基本的事項 
 ・医療に係る安全管理のための従業者に対する研修に関する基本方針 
 ・事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に関す

る基本方針 
 ・医療システムの質改善 
 ・医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
 ・患者との間の情報の共有に関する基本方針 
 ・患者からの相談等への対応に関する基本方針 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有 ） 
・ 開催状況：年１５回 
・ 活動の主な内容： 

  ・医療事故発生の防止に努め、かつ、発生した医療事故への適切な対応及
び病院全体の医療の質向上を積極的に図る。 

これらの活動のために次の事項を審議する。 
 ・医療事故の防止及び医療安全推進に関する事項 
 ・医療上の紛争処理に関する事項 
 ・医療の質向上に関する事項 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年３０回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
・全職員、外注業者を対象として、「世界基準の安全な医療を目指して―JCI
受審への進捗とこれから／当院における患者誤認と予防策」「群大事例と 
JCIに学ぶインフォームド・コンセント」「当院における患者確認の手順 
「適切な情報の取り扱いについて」等をテーマとした研修を実施 

・TeamSTEPPS研修を計10回実施し、約500名が受講した 
・新規・中途採用職員を対象として、採用時に医療安全ポケットマニュアル
の内容について研修を実施 

・平成28年度からは、各種会議で医療の質・安全管理部から周知した重要伝
達事項について、各職員の理解度を確認するために、簡易なテストを実施
し、解説を行っている。 

 
※上記実施状況は会場にて実施した回数(DVD貸出及びeラーニング受講は除く) 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
・ その他の改善のための方策の主な内容： 
・各部門とのインシデント検討会にて報告事例を審議し、改善に結びつけ 
 る。（47回開催） 
・重大事故に関しては外部委員主導の事故調査委員会などを開催し、そこで
得られた分析結果や提言を踏まえ、再発防止に結びつける。（2回開催） 

・他職種が関連した事例等については、カンファレンス形式による検討会を
開催し、改善に活かしている。（1回開催） 

・Structure、Process、Measure、Education、Assessmentの5グループから成
る病院質向上推進本部を設置し、業務の質改善に取り組む。（19回開催） 

・インシデント報告総件数（10834件） 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 
・院内感染対策に関する基本的な考え方 
・院内感染対策のための委員会と組織 
・院内感染対策のための従業者に対する研修に関する事項 
・感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
・院内感染発生時の対応に関する基本方針 
・病院感染リスクアセスメントに基づいた感染対策の立案 

 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１１回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
 
院内感染の防止に努めるとともに、発生した感染事例について適切な対応を図る。 
これらの活動のため、次の事項を審議する。 
・院内感染の予防及び対策等に関する事項 
・患者の取扱に関する事項 
・医療従事者への感染予防に関する事項 
・感染症診療支援及び抗菌薬適正使用に関する事項 
・その他院内感染対策及び感染症診療支援に関する事項 

 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年２２回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
・全職員、清掃業者従事者及び廃棄物運搬・収集業務従事者を対象として、「院内感染対策につい
て」「院内感染対策マニュアル（第9版）改訂のポイント／標準予防策／JCI受審と感染対策」「
感染対策を見直そう」等をテーマとした研修を実施 

・新規・中途採用職員を対象として、採用時に「針刺し・血液体液曝露」などをテーマとした研修
を実施 

 
※上記実施状況は会場にて実施した回数（DVD貸出及びeラーニング受講は除く） 

 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
・全病棟と外来、部門を対象に感染対策の知識、手指衛生などの感染対策の実施状況、環境整備の
チェックを中心としたICTラウンドの実施 

・MRSA新規検出症例数の独自介入基準を設け、基準に合致した部署に対して手指衛生観察巡回など
を実施し、感染対策の強化を図っている 

・NICU、MICUとの定期的なミーティング 
・抗菌薬適正使用の推進を目的とした薬剤部とのミーティング 
・診療科横断的な感染症症例コンサルテーションと血液培養陽性例への介入 
・4職種の実務的メンバーによるICTコアミーティングを週1回行い、全病院的に感染対策が漏れな
く実施されるよう検討・管理している 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年４回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
・全職員を対象とした医薬品の安全使用に係る研修（麻薬の適正な管理について）を実施した。 
・医師・歯科医師・看護師・薬剤師・臨床工学士・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士を対象とし 
 た医薬品の安全使用に係る研修(内用・外用麻薬の取り扱いについて)を実施した。 
・新任看護師を対象とした研修（薬剤管理①、薬剤管理②）を実施した。 
・研修医を対象とした研修（薬剤安全プログラム・麻薬の取り扱いについて）を実施した。 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 
 
医薬品の採用・購入に関する事項、医薬品の管理に関する事項、患者に対する投薬指示から調剤に関
する事項、患者に対する与薬や服薬指導に関する事項、医薬品の安全使用に係る情報の取り扱いに関
する事項、危険薬の取り扱い、他施設との連携に関する事項、適応外、禁忌等の処方に係る確認およ
び指導に関する事項、医薬品の安全使用のための業務手順書に基づく業務の遂行に関する事項  
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
・院内で収集されたインシデント報告等から業務またはマニュアルを見直している。 
・薬剤部のクオリティー＆セーフティマネジャーおよび病棟担当薬剤師が、診療科（部）、病棟、中
央診療施設などにおいて、医療の質・安全管理部と連携して、各部署内における医薬品の安全管理
に関する指導を行っている。 

・医薬品に係る適正使用に関する情報や副作用情報を薬事委員会や医療の質向上と安全推進委員会等
で報告している。 

・必要に応じて薬品情報室から安全使用のための情報を文書にて各病棟、外来診療科、その他の部署
に配布するとともにメールにて配信している。さらに、電子カルテのDI参照のお知らせ画面、薬剤
部ウェブサイトにも安全使用のための情報を掲載し職員への周知徹底に努めている。 

・重要度の高い情報については、電子カルテのトップページや院内広報：薬剤部ページにも掲載して
いる。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
様式第 6） 
 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     随時 

 
 ・ 研修の主な内容： 
・人工呼吸器・除細動器など特に安全使用に際して技術の習得が必要と考えられる機器に関して、・医療機

器・材料安全管理室が年２回実施。 

・放射線部門にて直線加速器と放射線照射装置に関する年２回の定期研修を実施。 

・その他の医療機器についても各部署にて適宜勉強会を実施。 

（随時実施） 

・新卒者のオリエンテーションにて、医療機器の安全使用のための研修を実施。 

・研修医や看護師を対象に臨床工学技士による勉強会の実施。 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 
・医療機器・材料安全管理室にて医療機器の管理を医療機器管理ソフトにて行っており、購入日・使用場所・

保守点検状況等の管理を行っている。 

・臨床工学技士が生命維持管理装置（人工心肺・血液浄化・不整脈・心臓カテーテル・ＯＰＥ・ＩＣＵ関連）の操

作・保守点検・管理を行っている。 

・院内で中央管理する機器の定期点検は電気安全解析装置などのシミュレーターを用いて実施している。ま

た交換パーツについてはメーカー講習会を受講したものについては、供給を受けて院内で行っている。 

・ダヴィンチやＸ線撮影装置など保守契約を結んでいるものについては、機器の空き状況を確認し実施して

いる。 

・手術室に常駐して医療機器の日常点検や不具合発生時の対応などを行う、医療機器保守管理業務契約

を締結している。 

・その他医療機器についても、必要に応じ定期点検等の保守契約を結んでいる。 
 
 
 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
ＰＭＤＡやメーカー、納入業者からの報告を受理し、ＭＬＣＥニュースやＭＤＩ通知メール、電子カルテに掲載す

るなど電子媒体を利用して関連部署での情報共有を実施している。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第９条の 23第１項第１号から第 15号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格：（医師・歯科医師） 
 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況 

 
  医療安全管理責任者を配置しており、医療の質・安全管理部長、医療の質向上と安全推進委員会
委員長を務め、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括している。 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（１４名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

 医薬品情報は、整理した上で薬事委員会月例報告として月 1回院内へ周知している。周知状況の確

認は、各診療科の薬事委員が周知完了報告を薬剤部薬品情報室に提出することにより行っている。ま

た、各診療科の周知状況は薬事委員会にて報告している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

（適応外） 

 適応外については、薬品情報室が治験審査委員会（前年度）で承認した適応外使用医薬品を「適応

外投与（承認）一覧」として部内に配信し情報を共有している。薬剤師は処方監査時に適応外使用を

把握した場合は、患者への説明及びカルテへの記載が必要であること、治験審査委員会（前年度）へ

の申請が必要であることを医師に指導して記録を残している。 

（禁忌） 

 禁忌処方をチェックするシステムは、薬剤部門システム上にあり処方せんの下部にアラートが印字

される。薬剤師は処方監査時にこのアラート情報を確認し、個別に医師へ連絡し、当該医師の対応方

針を確認した後に記録を残している。 

（未承認薬） 

 未承認薬は治験審査委員会（前年度）へ申請し承認を得た上で使用されている。また、不特定多数

を対象とする申請や院内製剤については、年度末に実施状況を報告している。さらに、必要に応じて

副作用報告や個別の経過報告を行っている。 

 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門については、未承認薬を審査

している治験審査委員会を基礎にして体制の見直しを行い、「名古屋大学医学部附属病院未承認新規



 
 
 

 

医薬品取扱要項」および「名古屋大学医学部附属病院未承認新規医薬品等評価委員会に関する要項」

を制定した。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部，職種 薬剤師）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：目的、方針、適応範囲、定義、役割と責任、遵守と監視、手順、説明と同意の種類、説明と同意の

確認のプロセス、説明・同意書の文書様式、説明及び同意に関し問題が起こった場合、等 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療録内部監査要項に定められている記載項目について確認を行い、その結果を病歴管理委員会で

報告している。また、十分でない事例が認められる場合は、当該医師へ必要な指導を行うとともに、

各部署に通知等をして診療録等の精度向上に努めている。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（６）名、専任（１）名、兼任（６）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（３）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（２）名 

 うち看護師：専従（３）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

 

・治療中の不測のトラブル等に対し、病院全体で対応できる治療体制の構築 

・全部門からのインシデント情報の集積と分析、事故予防策の検討 



 
 
 

 

・医療事故等に対する第三者による客観的事例調査、原因究明と再発防止策の指導 

・院内の各種安全マニュアル、標準対応指針などの策定、各部門との連携 

・院内研修、学生教育による安全意識の高い医療者の育成と、安全文化の醸成 

・品質管理の手法を導入した業務の質向上とアウトカム評価 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

※平成 29年 4月 1日付けで、高難度新規医療技術取扱要項を制定した。 

 

※平成 28年度時点で、高難度新規医療技術の提供の適否等を決定するための手術手技専門審査委員

会を設置している。 

また、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療技術の提供の適否等を決定するために確認すべ

き事項等を定めた規程を作成し、その規程をもとに委員会が適否等を決定している。 

 

・活動の主な内容： 

 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容：  

(平成 29年 3月までは治験審査委員会： IRBにて未承認薬・適応外使用申請(医薬品・医療機器)につ

いて審査を行っており、その内容を記載した。) 

診療科の申請者は申請書類を IRB事務局に提出する。IRB事務局の薬剤師は申請書類(申請書、説明文

書、同意書、患者の選択除外基準(不特定多数対象の場合))の内容に関して引用論文等を確認し、疑



 
 
 

 

義等について申請者に回答の依頼をする。その後、IRBにて IRB委員が申請内容を審査する。委員か

ら指摘事項等あれば申請者はその場で回答をする。 

特定患者対象の申請は、審議中に必要と決定された場合申請者に経過報告書の提出を依頼する。また、

不特定多数対象の申請は、実施責任医師に一年に一度、実施状況報告書の提出を依頼する。IRB事務

局の薬剤師は、使用症例数、同意書の取得、有用性、副作用について確認を行う。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ）(平成 29年 4月より設置) 

⑨ 監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年１回 

・活動の主な内容： 

 以下に掲げる事項を監査する。 

 ・医療安全管理に係る体制 

 ・医療安全管理責任者，医薬品安全管理責任者，医療機器安全管理責任者等の業務の状況 

 ・医療の質・安全管理部の業務の状況 

 ・医療の質向上と安全推進委員会の業務の状況 

 ・その他医療安全管理に関して必要な事項 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

 本院ホームページ上に公開。 

 

 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

柵木 充明 愛知県医師会 

会長 

○ 愛知県医師会長

を務めており，医

療安全に精通し

ているため。 

有・無 1 

三島 信彦 名古屋逓信病  名古屋逓信病院 有・無 1 



 
 
 

 
院 病院長 長を務めており，

医療安全に精通

しているため。 

長谷川  ふ

き子 

成田・長谷川法

律事務所  弁

護士 

 医療安全管理を

得意とする弁護

士であり，法律に

関する高い識見

を有しているた

め。 

有・無 1 

広瀬 茂 全国健康保険

協会  愛知支

部 支部長 

 全国健康保険協

会愛知支部長を

務めており，医療

を受ける者とし

て，医療に係る高

い見識を有して

いるため。 

有・無 2 

市橋 克哉 名 古 屋 大 学 

理事 

 総長が指名する

理事 

有・無 3 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 
  



 
 
 

 

⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 203件（うち死産等胎児死亡 10件） 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 229件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容：死亡状況の確認及び審議 

 

 

⑪ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：       ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：       ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

 

※平成 28年度中は検討中である。 

 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

地域連携・患者相談センタ-：相談窓口にて一次対応を行なっている。 

安全管理に関連する事案については、医療の質・安全管理部と連携しながら適切に応じる体制を 

整えている。 

各種相談については、担当者が対応。 

 地域連携・患者相談センタ－：相談員３名、ＭＳＷ１２名、看護師１２名 

⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

⑭ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

・研修の実施状況 

・全職員、外注業者を対象として、「世界基準の安全な医療を目指して―JCI受審への進捗とこれ
  から／当院における患者誤認と予防策」「群大事例と、JCIに学ぶインフォームド・コンセント
  」「当院における患者確認の手順」等をテーマとした研修を実施 



 
 
 

 
・TeamSTEPPS研修を計10回実施し、約500名が受講した 
・新規・中途採用職員を対象として、採用時に医療安全ポケットマニュアルの内容について研修を
実施 

・平成28年度からは、各種会議で医療の質・安全管理部から周知した重要伝達事項について、各職
員の理解度を確認するために、簡易なテストを実施し、解説を行っている。 

 
※上記実施状況は会場にて実施した回数（DVD貸出及びeラーニング受講は除く） 

⑮ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

 

※平成 28年度は検討中である。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

公益財団法人 日本生産性本部 日本版医療ＭＢ賞クオリティクラブ（ＪＨＱＣ） 

  平成２８年７月１９日から平成３１年７月３１日までです。 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

１．附属病院における臨床研究成果を➀名古屋教育記者会会員１５社へFax、記者会見を通じて、

プレスリリースを行い、②医学系研究科ホームページに研究トピックスとして掲載し、広く学外

・院外に向けて情報発信している。 

２．診療内容・医療サービスや診療実績等の医療情報について、附属病院ホームページにおいて

公開している。 

３．患者や地域向けに広報誌を作成し、広く頒布している。また、一般市民を対象とした公開講

座を毎年度開催し、地域市民に向けた教育・啓発活動にも取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

ア．補助人工心臓を用いた重症心不全治療：心臓移植治療、心臓外科、循環器内科、ICU、麻酔科

、精神科の診療科の他に、看護師、 臨床工学技士、理学療法士（心臓リハビリ）、臨床心理士

、栄養管理部、薬剤部が合同して患者管理を行っている。植込型補助人工心臓治療は心臓移植適

応患者を対象とするため、多職種カンファレンスで適応を審査し、補助人工心臓移植から在宅管

理、将来的な心臓移植までのシームレスな重症心不全治療を多職種で行っている。 

イ．肝臓移植はチーム医療で行っている。（図1） 

ウ．神経線維腫症1型患者に対して、１５歳までと１５歳以降に分け、それぞれ基本的に診療を担

当する科を決め、他は症状に合わせて診療科を決めるシステムを構築した。１５歳までの診療シ

ステムを示す。（図2） 

エ．肉腫患者に対するサルコーマボード：整形外科、化学療法部、放射線科、緩和ケア科、外科

、泌尿器科などが参加して、肉腫患者に対する診療方針に関する検討会を月1回開催している 

オ．大動脈疾患における人工血管治療とステント治療の同時ハイブリッド手術…心臓外科と血管

外科が合同して手術を行っている｡ 

カ．閉塞性動脈硬化症、血管炎、バージャー病による四肢虚血に対する血管新生療法：循環器内

科と血管外科が合同で適応検討、諸検査、治療を行っている。 

キ．NST、褥瘡対策チーム、RSTなど、複数診療科の医師と看護師、およびコメディカルからなる

専門チームを整備し、定期回診や職員に対する教育活動を行っている  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図１                       図２ 

 

 



 

 

(様式第 8) 

                                                         名 大 医 総 第１１７号  

平成２９年 １０月 ３日  

 

  厚生労働大臣        殿 

 

開設者名 国立大学法人名古屋大学         

総長 松尾 清一(印)      

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

 

1. 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 

公益財団法人日本医療機能評価機構が開催する，平成 29 年度特定機能病院管理者研修に

ついて，本院の管理者，医療安全管理責任者，医薬品安全管理責任者，医療機器安全管理

責任者が受講予定である。 

 

 

 

2. 医療安全管理部門の人員体制 

・所属職員：専従（６）名、専任（１）名、兼任（６）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（３）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（２）名 

 うち看護師：専従（３）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

 

 

 

 

3. 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 

既に配置している。 

 

 

 

 

 

 


